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は
じ
め
に

　

径
山
寺
台
子
伝
来
説
と
は
、「
台
子
）
1
（

」
が
中
国
径
山
寺
よ
り
日
本
の
各
寺
院

に
伝
わ
り
、
夢
窓
疎
石
が
そ
の
台
子
を
用
い
て
茶
の
湯
を
始
め
た
と
い
う
創
作

話
で
あ
る
。
そ
の
初
出
は
元
禄
期
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
十
二
の
書
籍
に
確
認

で
き
る
（
後
掲
【
参
考
資
料
】
参
照
）。
筆
者
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作

に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
拙
稿
「
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
背
景
│
茶
の
湯
の
「
起

源
」
を
め
ぐ
っ
て
│
）
2
（

」（
以
下
拙
稿
Ⅰ
と
呼
ぶ
）
と
「
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に

み
る
夢
窓
疎
石
茶
の
湯
創
始
譚
）
3
（

」（
以
下
拙
稿
Ⅱ
と
呼
ぶ
）
を
執
筆
し
た
。

　

径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
代
表
は
、
儒
学
者
谷
秦
山
（
一
六
六
三
‐
一
七
一
八
）

撰
『
俗
説
贅
弁
』
の
中
に
見
え
、
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
径
山

寺
台
子
伝
来
説
の
各
話
に
共
通
す
る
寺
名
や
人
名
、
お
よ
び
名
称
を
四
角

（ 　
　

 

）
で
囲
っ
た
。
ま
た
、
拙
稿
Ⅱ
で
前
半
部
の
話
を
《
ａ
》
と
し
、
後

半
部
の
話
を
《
ｂ
》
と
区
別
し
た
こ
と
か
ら
、
小
稿
で
も
そ
れ
に
準
ず
る
。
傍

線
・
記
号
等
は
私
に
附
し
た
（
以
下
同
じ
）。

《
ａ
》
径
山
寺
の
虚
堂
智
愚
が
南
浦
紹
明
に
台
子
を
贈
り
、
崇
福
寺
や
大

徳
寺
に
伝
わ
っ
た
。《
ｂ
》
ま
た
天
龍
寺
に
渡
り
、
夢
窓
疎
石
が
そ
の
台

子
を
使
っ
て
点
前
を
し
た
の
が
、
茶
式
（
茶
の
湯
）
の
始
め
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
誰
が
こ
の
よ
う
な
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
創
作
し
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
神
津
朝
夫
は
「
台
子
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
）
4
（

」
の
中
で
、
そ
の
創
作
者

に
つ
い
て
、『
珠
光
伝
』
を
書
き
、「
和
敬
清
寂
」
の
語
を
発
案
し
た
と
さ
れ
る

大
徳
寺
第
二
百
七
十
三
世
大
心
義
統
（
一
六
五
七
〜
一
七
三
○
）
で
は
な
い
か

と
述
べ
て
い
る
。
神
津
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、
伝
来
説
の
中
に
見
え
る
「
南

浦
紹
明
」
は
大
徳
寺
開
山
宗
峰
妙
超
の
師
で
あ
り
、
大
徳
寺
の
禅
と
茶
の
湯
の

関
係
の
深
さ
を
示
そ
う
と
す
る
意
図
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
指
摘
し
て
い
る
が
、

そ
れ
以
上
は
詳
し
く
論
じ
て
い
な
い
）
5
（

。
創
作
者
に
関
す
る
問
題
は
、
台
子
伝
来

説
創
作
の
過
程
や
そ
の
背
景
を
考
え
る
上
で
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
に

径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
像

│
│ 

渡
唐
天
神
説
話
と
の
比
較
を
通
し
て 

│
│
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も
か
か
わ
ら
ず
、
管
見
の
限
り
で
は
、
神
津
の
指
摘
以
降
、
そ
の
検
証
を
含
め

て
研
究
の
進
展
は
な
い
。

　

一
方
、
筆
者
は
拙
稿
Ⅰ
と
拙
稿
Ⅱ
に
お
い
て
次
の
二
点
を
そ
れ
ぞ
れ
指
摘
し

た
。

　

Ⅰ 　

径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
執
筆
者
は
、
茶
人
と
知
識
人
）
6
（

と
の
二
つ
に
分
類

で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
創
作
の
背
景
に
は
渡
唐
天
神
説
話
か
ら
の

影
響
が
あ
っ
た
こ
と
。

　

Ⅱ 　

そ
の
創
作
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
お
い
て
茶
の
湯
と
禅
宗
と
の

関
わ
り
を
強
調
し
た
い
と
い
う
意
図
を
持
っ
た
、
知
識
人
の
関
与
が
窺
わ

れ
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
は
、
江
戸
中
期
に
渡

唐
天
神
説
話
と
禅
お
よ
び
茶
の
湯
に
精
通
し
て
い
た
人
物
だ
と
考
え
る
。
し
か

し
、
現
段
階
で
そ
の
特
定
は
容
易
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
小
稿
で
は
、
創
作
者

問
題
の
将
来
的
な
解
決
の
前
段
階
と
し
て
、
渡
唐
天
神
説
話
と
の
比
較
と
い
う

新
た
な
観
点
か
ら
、
神
津
説
の
検
証
と
再
考
を
行
い
、
別
の
視
点
か
ら
の
考
察

を
試
み
、
筆
者
の
仮
説
を
提
示
し
た
い
。
ま
ず
、
神
津
が
指
摘
し
た
大
心
義
統

説
の
検
証
を
試
み
る
。
大
心
義
統
『
茶
祖
珠
光
伝
』『
大
心
義
統
語
録
』
な
ど

を
調
査
し
、
大
心
義
統
が
渡
唐
天
神
説
話
を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
考
察

し
、
そ
の
上
で
、
大
心
義
統
が
創
作
者
で
あ
っ
た
か
否
か
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

　

一
方
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
が
渡
唐
天
神
説
話
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

神
津
説
と
は
別
の
可
能
性
を
検
討
し
た
い
。
貝
原
益
軒
（
一
六
三
〇
〜
一
七
一

四
）
編
著
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来

説
《
ａ
》
と
類
似
し
た
話
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
、

渡
唐
天
神
説
話
の
一
つ
で
あ
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
一
部
分
と
近
似
し
て

い
る
。
さ
ら
に
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
益
軒
の
弟
子
で
、『
南
方
録
』
の
著

者
で
あ
る
立
花
実
山
（
一
六
五
五
〜
一
七
○
八
）
も
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》
の
背
景
に
『
筑
前
国
続
風
土
記
』

の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
儒
者
貝
原
益
軒
や
立
花
実
山
も
関
与
し
て
い
る
可

能
性
を
新
た
に
提
示
し
た
い
。

　

次
い
で
、
井
沢
蟠
龍
（
一
六
六
八
〜
一
七
三
○
）『
広
益
俗
説
弁
』
の
内
容

か
ら
、
当
時
の
人
々
の
渡
唐
天
神
説
話
に
対
す
る
認
識
に
つ
い
て
言
及
し
た
い
。

蟠
龍
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
代
表
的
な
話
の
一
つ
を
収
め
た
『
俗
説
贅
弁
』

の
著
者
谷
秦
山
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
。
そ
の
谷
秦
山
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の

中
で
「
茶
式
」
と
い
う
語
を
用
い
て
茶
の
湯
を
表
現
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
秦

山
の
師
で
あ
る
山
崎
闇
斎
（
一
六
一
八
〜
一
六
八
二
）
の
『
大
和
小
学
』
や
、

益
軒
の
甥
貝
原
好
古
（
一
六
六
四
〜
一
七
七
○
）
の
『
大
和
事
始
』
に
も
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
当
時
の
儒
学
者
ら
に
お
け
る
茶
の
湯
の
理
解
に
つ
い
て
も
確

認
し
た
い
。
こ
こ
で
は
、『
俗
説
贅
弁
』
に
遡
る
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
お
い
て
、

茶
の
湯
に
禅
を
強
調
し
意
図
づ
け
た
人
物
に
、
元
禄
期
前
後
に
活
躍
し
た
儒
者

ら
が
い
る
こ
と
を
示
し
た
い
。

　

ま
た
、
同
時
代
の
茶
の
湯
の
理
論
書
で
あ
る
『
南
方
録
』
の
著
者
立
花
実
山

と
そ
の
禅
の
師
で
あ
る
卍
山
道
白
（
一
六
三
六
〜
一
七
一
五
）
は
、
卍
山
道
白
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『
東
林
後
録
』
の
中
で
渡
唐
天
神
説
話
が
架
空
の
話
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て

い
る
。
そ
し
て
、『
東
林
後
録
』
の
中
で
は
、
卍
山
と
実
山
は
『
菅
神
入
宋
授

衣
記
』
な
ど
の
渡
唐
天
神
説
話
を
取
意
引
用
し
て
い
る
。『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』

は
実
山
が
編
集
に
関
わ
っ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る

書
物
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
に
つ
い
て
、
儒
者
や

卍
山
道
白
お
よ
び
立
花
実
山
な
ど
の
人
物
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
総
合
的

に
検
討
し
た
い
。

一
　
大
心
義
統
創
作
者
説
の
検
証

　

径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
像
を
検
討
す
る
に
あ
た
り
、
ま
ず
、
神
津
が

指
摘
す
る
大
徳
寺
第
二
百
七
十
三
世
大
心
義
統
が
渡
唐
天
神
説
話
を
認
識
し
て

い
た
か
ど
う
か
を
、
大
心
の
著
述
か
ら
確
認
し
て
い
き
た
い
。
大
心
義
統
は
、

江
戸
中
期
の
臨
済
宗
の
学
僧
で
あ
り
、
大
徳
寺
第
二
百
十
八
世
天
倫
宗
忽
の
法

嗣
で
、
号
を
巨
妙
子
ま
た
は
小
心
子
な
ど
と
し
た
人
物
で
あ
る
）
7
（

。
そ
の
著
書
は

い
く
つ
か
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
二
つ
の
書
物
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ら
に
お
い
て

径
山
寺
台
子
伝
来
説
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
。

　

ま
ず
一
つ
は
、
神
津
朝
夫
も
「
台
子
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
」
の
中
で
註
に

挙
げ
て
い
る
『
珠
光
伝
）
8
（

』
で
あ
る
。
こ
の
『
珠
光
伝
』
と
は
、『
茶
祖
伝
）
9
（

』
あ

る
い
は
『
茶
祖
珠
光
伝
』
と
も
呼
ば
れ
、
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
の
成
立

で
、
わ
び
茶
の
祖
と
さ
れ
る
珠
光
か
ら
利
休
以
降
に
及
ぶ
ま
で
の
茶
家
の
系
譜

を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
遠
藤
元
閑
『
茶
之
湯
六
宗
匠
伝
記
』（
元
禄

十
五
年
刊
）、
藪
内
竹
心
『
源
流
茶
話
』（
元
禄
十
三
年
以
後
の
成
立
）、
三
谷

宗
鎮
『
和
漢
茶
誌
』（
享
保
十
三
年
刊
）、
南
秀
女
『
茶
事
談
』（
宝
暦
十
年
刊
）

の
中
に
見
え
る
「
珠
光
」
伝
は
、
大
心
の
『
茶
祖
珠
光
伝
』
に
基
づ
く
も
の
と

さ
れ
る
）
10
（

。

　

こ
の
『
茶
祖
珠
光
伝
』
に
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
典
拠
と
な
る
も
の
、
す

な
わ
ち
渡
唐
天
神
説
話
は
確
認
で
き
ず
、
強
い
て
言
え
ば
、
序
文
に
「
台
子
」

の
語
が
見
え
、
そ
れ
に
関
す
る
記
述
が
少
し
認
め
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
以
下

に
そ
の
箇
所
を
掲
げ
る
）
11
（

。

一　

卓
子
上
卓
模
上
象w

台
榭a

下
亦
如p

上
、
因
名w

台
子z

上

設w

飲
具
数
個
及
炭
斗a

下
設w

風
炉
・
鉄
鑊
・
注
子q

設w

茶
湯
具a

迎p

賓
与

斟
。

　

こ
こ
で
は
、「
卓
子
」
と
い
う
器
物
の
上
に
茶
道
具
を
し
つ
ら
え
て
、
客
を

迎
え
て
と
も
に
く
み
交
わ
す
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
割
注
で
は
、

卓
の
上
部
は
台
榭
（
屋
根
の
あ
る
台
）
を
象
っ
た
も
の
で
あ
り
、
下
部
も
ま
た

上
部
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
台
子
」
と
名
づ
け
る
と
あ
る
。
さ
ら
に
、

上
部
に
は
飲
具
数
個
や
炭
斗
を
置
き
、
下
部
に
は
風
炉
や
釡
、
注
子
（
水
指
）

を
置
く
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
卓
子
」
が
茶
の
湯
に
お
け
る
「
台
子
」

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
文
中
の
「
卓
子
」
の
「
上
」
と
「
下
」
は
、
台

子
の
天
板
と
地
板
を
指
す
と
思
わ
れ
、
天
板
に
は
飲
具
す
な
わ
ち
天
目
茶
碗
や

炭
道
具
、
地
板
に
は
風
炉
や
釡
、
水
指
な
ど
の
皆
具
を
飾
り
つ
け
た
様
子
が
推
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測
で
き
る
。

　

こ
こ
で
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、「
台
子
」
が
「
卓
子
」
と
呼
ば
れ
て
い

た
点
で
あ
る
。「
卓
子
」
の
「
卓
」
に
は
、
机
の
意
味
が
あ
る
。
漢
語
と
し
て

の
「
台
子
」
が
物
を
載
せ
る
台
お
よ
び
机
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿
Ⅰ
）
12
（

で
『
雲

笈
七
籤
』
や
『
朱
子
語
類
』
の
用
例
に
基
づ
き
指
摘
し
た
。
ま
た
、『
大
徳
寺

文
書
』
に
「
台
子
」
の
記
述
が
見
え
、
そ
れ
が
天
目
茶
碗
を
載
せ
る
台
で
あ
る

「
天
目
台
」
を
指
し
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
大
心
義
統

が
住
持
で
あ
っ
た
大
徳
寺
で
は
「
台
子
」
が
「
卓
子
」
と
も
呼
ば
れ
、
物
を
載

せ
る
台
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

次
に
、
神
津
が
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
と
し
て
大
心
義
統
を
提
示
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
試
み
に
『
大
心
義
統
語
録
』
の
記
述
の
中
に
、
そ
の
典
拠

が
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
同
書
「
附
」
の
項
で
は
、

神
津
の
大
心
義
統
説
の
理
由
で
あ
る
、「
南
浦
紹
明
」
と
「
宗
峰
妙
超
」
の
関

係
性
が
大
徳
寺
の
禅
の
中
で
記
述
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
大
心
義
統
語
録
）
13
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』
は
、
大
心
の
大
徳
寺
入
寺
法
語
を
中
心
に
収
載
さ
れ
、

「
山
門
請
疏
」「
大
徳
禅
寺
語
」「
附
」「
諸
式
会
」「
諸
師
主
事
」「
両
序
五
位
芳

名
」「
諸
監
芳
名
」「
諸
執
事
芳
名
」「
同
門
三
派
」
の
項
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

編
集
は
大
心
の
弟
子
大
徳
寺
第
三
百
世
鶴
州
宗
寿
（
一
六
七
〇
〜
一
七
二
五
）

の
手
に
よ
る
も
の
で
、
識
語
に
は
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
二
月
と
あ
る
）
14
（

。

　

こ
の
『
大
心
義
統
語
録
』
に
も
、『
茶
祖
珠
光
伝
』
と
同
じ
く
径
山
寺
台
子

伝
来
説
の
有
力
な
典
拠
と
な
る
文
言
や
渡
唐
天
神
説
話
は
見
出
せ
な
か
っ
た
が
、

右
で
触
れ
た
よ
う
に
、
同
書
「
附
」
の
項
の
中
に
、「
南
浦
紹
明
」
の
法
統
を

示
し
た
箇
所
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
を
以
下
に
抜
粋
す
る
）
15
（

。

嗣w

宗
峰
超a

超
嗣w

南
浦
明a

南
浦
入w

大
宋a

嗣w

法
径
山
虚
堂
愚a

帰
国
住w

興
徳
・
崇
福
共
在w

筑
前q

、
万

寿
京師
、
建
長z

創w

嘉
元
寺
于
京
師a

勅w

諡
円
通
大
応
国
師z

京
西
瑞
鳳

山
龍
翔
寺
・
豊
后
海
門
山
円
福
寺
奉p

師
為w

開
祖q

円
福
寺
今

属w

高
桐
院q

。

宗
峰
創w

龍
宝
山
大
徳
寺z

　

右
の
文
の
最
初
と
最
後
を
見
る
と
、
宗
峰
妙
超
が
南
浦
紹
明
か
ら
法
を
嗣
い

だ
こ
と
、
大
徳
寺
を
開
山
し
た
こ
と
が
記
述
さ
れ
、
そ
の
間
に
南
浦
の
法
統
と

功
績
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
南
浦
は
入
宋
し
、
径

山
寺
の
虚
堂
智
愚
か
ら
法
を
嗣
い
だ
。
帰
国
し
て
筑
前
の
興
徳
寺
・
崇
福
寺
、

京
都
の
万
寿
寺
、
建
長
寺
に
住
し
、
ま
た
、
京
都
に
嘉
元
寺
を
創
始
し
、
円
通

大
応
国
師
と
い
う
諡
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
、
京
都
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
や
、
豊
後
海

門
山
円
福
寺
の
開
祖
と
も
な
っ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》
の
各
話
に
見
ら
れ
る
「
南
浦
紹
明
」

「
虚
堂
智
愚
」「
崇
福
寺
」「
建
長
寺
」「
円
通
大
応
国
師
」「
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
」

の
寺
名
や
人
名
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、『
大
心
義
統
語
録
』
に
見
え
る
径

山
寺
台
子
伝
来
説
と
関
係
す
る
語
と
、
文
末
に
掲
げ
た
【
参
考
資
料
】
の
十
二

の
話
に
共
通
す
る
名
詞
を
さ
ら
に
細
か
く
整
理
し
て
み
る
と
、「
南
浦
紹
明
」

「
虚
堂
智
愚
」「
崇
福
寺
」
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
中
心
的
語
彙
と
し
て
、

ほ
ぼ
す
べ
て
の
話
に
確
認
で
き
る
。
だ
が
、「
虚
堂
智
愚
」
は
、﹇
Ｂ
﹈
系
統
の
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④
豊
田
無
関
『
茶
湯
由
来
記
』・
⑤
鵜
飼
治
右
衛
門
『
古
田
織
部
流
八
十
一
ケ

条 
口
伝
抄
』・
⑩
『
千
家
秘
伝
茶
経
』
と
、﹇
Ｃ
﹈
系
統
の
①
遠
藤
元
閑
『
茶

之
湯
六
宗
匠
伝
記
』・
②
松
本
見
休
『
貞
要
集
』・
⑦
南
秀
女
『
茶
事
談
』
に
は

見
ら
れ
な
い
。

　

一
方
、「
建
長
寺
」「
円
通
大
応
国
師
」
は
、﹇
Ｃ
﹈
系
統
の
①
遠
藤
元
閑
『
茶

之
湯
六
宗
匠
伝
記
』
と
⑥
坂
本
周
斎
『
雪
間
草
』
に
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、

「
円
通
大
応
国
師
」
に
つ
い
て
は
、﹇
Ｂ
﹈
系
統
の
⑩
『
千
家
秘
伝
茶
経
』
と
﹇
Ａ
﹈

系
統
の
⑫
『
続
視
聴
草
』
に
も
あ
る
。
そ
し
て
、「
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
」
は
、﹇
Ｂ
﹈

系
統
の
④
『
茶
湯
由
来
記
』・
⑤
『
古
田
織
部
流
八
十
一
ケ
条 

口
伝
抄
』・
⑩
『
千

家
秘
伝
茶
経
』
に
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
共
通
す
る

「
南
浦
紹
明
」「
虚
堂
智
愚
」「
崇
福
寺
」
以
外
の
、「
建
長
寺
」「
円
通
大
応
国
師
」

「
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
」
に
関
し
て
は
、「
円
通
大
応
国
師
」
が
﹇
Ａ
﹈
系
統
に
一
つ

見
ら
れ
る
も
の
の
、
ほ
と
ん
ど
が
﹇
Ｂ
﹈・﹇
Ｃ
﹈
系
統
の
話
に
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
執
筆
し
た
人
物
が
、『
大
心
義
統
語

録
』
に
お
け
る
南
浦
の
法
統
の
記
述
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
も
窺
わ
れ
る
。

あ
る
い
は
、
各
話
が
そ
れ
よ
り
以
前
の
話
を
踏
襲
し
て
執
筆
さ
れ
た
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
大
心
義
統
語
録
』
に
見
ら
れ
る
南
浦
紹
明
に
関
す
る
記
述

か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
特
徴
的
な
言
葉
を
分
析
し
た
。
し
か
し
、
そ
こ

に
見
ら
れ
る
語
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》
部
分
の
み
に
関
わ
る
も
の
で
あ

り
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
中
心
的
概
念
で
あ
る
「
台
子
」
や
、
径
山
寺
台
子

伝
来
説
《
ｂ
》
す
な
わ
ち
夢
窓
疎
石
茶
の
湯
創
始
譚
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
上
、

『
大
心
義
統
語
録
』
に
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
要
点
す
な
わ
ち
師
資
相
承
に
お

け
る
象
徴
物
と
場
所
の
伝
来
関
係
）
16
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は
確
認
で
き
な
い
。
神
津
は
径
山
寺
台
子
伝

来
説
の
創
作
者
を
大
心
義
統
で
あ
る
と
す
る
理
由
に
、
南
浦
紹
明
が
大
徳
寺
開

山
宗
峰
妙
超
の
師
で
あ
る
と
い
う
つ
な
が
り
を
指
摘
し
て
い
る
。
だ
が
、
こ
れ

は
右
に
抜
粋
し
た
引
用
部
分
そ
の
も
の
で
あ
り
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作

者
が
大
心
義
統
で
あ
る
と
す
る
根
拠
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
と
考
え
る
。

二
　『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
み
る

　
　
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
原
型

　

貝
原
益
軒
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝

来
説
の
特
徴
を
示
す
「
径
山
寺
」「
虚
堂
智
愚
」「
南
浦
紹
明
」「
崇
福
寺
」「
大

徳
寺
」
な
ど
の
語
が
見
え
、「
虚
堂
智
愚
」
よ
り
伝
来
し
た
宝
物
類
に
つ
い
て

言
及
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
。
ま
た
、
渡
唐
天
神
説
話
の
一
部
と
内
容
が
対
応

す
る
箇
所
が
あ
る
。
ま
ず
以
下
に
そ
の
話
）
17
（

を
引
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

崇
福
寺

（
イ
）
四
条
院
仁
治
元
年
に
、
湛
慧
と
い
ふ
僧
、
太
宰
府
横
岳
に
一
寺
を

建
立
す
。
其
翌
年
聖
一
国
師
円
爾
、
宋
国
よ
り
帰
国
し
、
博
多
に
着
く
。

湛
慧
是
を
請
じ
て
開
堂
説
法
せ
し
む
。
聖
一
の
師
径
山
の
仏
鑑
禅
師
無
準
和
尚

能
書
な
り
し
が
、
勅
賜
万
年
崇
福
禅
寺
の
扁
額
を
、
自
筆
し
て
聖
一
に
あ

た
ふ
。
聖
一
其
額
を
持
来
り
、
此
寺
に
掲
て
寺
号
と
す
。
無
準
か
ね
て
よ
り
勅
賜

の
二
字
を
書
し
事
、
元



1019（36）

亨
釈
書
第
七
円

爾
伝
に
委
し
。
山
号
は
則
所
の
名
を
用
て
横
岳
山
と
い
ふ
。
後
嵯
峨
院
寛
元
元

年
に
勅
詔
有
て
、
博
多
の
承
天
寺
と
同
時
に
官
寺
と
な
り
、
西
都
法
窟
と

い
ふ
勅
額
を
た
ま
ふ
。承
天
寺
は
仁
治
三

年
に
円
爾
創
立
。
（
ロ
）
其
後
円
爾
東
福
寺
に
住
持
の
時
、

湛
慧
よ
り
南
浦
明
和
尚
を
請
じ
て
、
当
寺
の
開
山
と
す
。
南
浦
は
径
山
虚

堂
和
尚
の
弟
子
、
大
徳
寺
開
山
大
灯
国
師
の
師
大
応
国
師
也
。
二
十
四
流
宗
源

図
記
云
、
筑
前

横
岳
開
山
南
浦
明
謙
大
応
国
師
、
入
宋
嗣w

径
山
虚
堂
楊
岐
十
一

世a

為w

本
朝
之
一
派a
紫
野
派
妙
心
寺
派
倶
出w

大
応
国
師z

（
ハ
）
亀
山
院
文
永
四
年
に

明
和
尚
に
勅
あ
り
て
、
円
通
大
応
国
師
の
号
を
賜
ふ
。
大
応
国
師
此
寺
に

居
住
せ
し
事
三
十
三
年
な
り
。
其
後
、
後
二
条
院
嘉
元
々
年
に
勅
を
蒙
り
、

京
都
万
寿
寺
に
住
持
せ
り
。
是
に
依
て
当
寺
を
弟
子
即
山
和
尚
に
譲
り
て

住
持
せ
し
む
。
其
後
は
彼
の
法
眷
一
派
の
長
老
か
は
る
〴
〵
住
持
し
、
今

に
至
て
八
十
二
代
に
及
べ
り
。
此
寺
む
か
し
は
繁
栄
の
地
に
て
、
寺
産
も

多
し
。
大
友
宗
隣
の
時
も
、
猶
筑
前
・
豊
前
・
肥
前
に
て
、
二
百
三
十
四

町
六
畝
の
田
地
、
此
寺
の
産
な
り
。
然
る
に
天
正
十
四
年
七
月
、（
ニ
）

薩
摩
の
兵
岩
屋
の
城
を
責
落
せ
し
時
、
此
寺
も
程
近
け
れ
ば
、
兵
火
に

か
ゝ
り
て
、
数
多
の
堂
宇
悉
く
灰
燼
と
成
ぬ
。
此
時
に
至
て
、
亀
山
院
・

後
二
条
院
・
花
園
院
の
宸
翰
・
勅
額
・
綸
旨
、
及
虚
堂
よ
り
伝
来
の
経
録
・

墨
跡
・
珍
器
・
重
宝
、
一
時
に
皆
焼
失
せ
り
。（
ホ
）
其
後
再
興
す
る
人

も
な
く
、
名
の
み
残
り
て
侍
り
し
に
、
慶
長
五
年
長
政
公
当
国
の
主
と
成

給
ひ
て
後
、
大
徳
寺
の
春
屋
国
師
、
此
寺
再
興
の
事
を
願
は
る
。（
以
下

省
略
）

　
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
は
、
江
戸
時
代
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
に
着
手
さ
れ
、

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
ま
で
足
か
け
十
六
年
間
か
け
て
完
成
し
た
藩
の
公

的
な
地
誌
で
、
貝
原
益
軒
が
監
修
し
た
。
そ
の
際
、
甥
の
貝
原
好
古
が
編
録
を

任
さ
れ
、
他
に
高
弟
の
竹
田
貞
直
が
校
正
し
た
）
18
（

と
い
う
よ
う
に
、
刊
行
ま
で
に

多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
踏
ま
え
て
お
き
た
い
の
は
、
福
岡
藩

主
三
代
黒
田
光
之
（
一
六
二
八
〜
一
七
〇
七
）
に
仕
え
た
武
士
で
、
幼
い
頃
か

ら
益
軒
に
儒
学
を
学
び
、
茶
の
湯
の
理
論
書
『
南
方
録
』
の
著
者
で
も
あ
る
立

花
実
山
も
、
こ
の
編
纂
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
）
19
（

。

　

さ
て
、
傍
線
部
を
中
心
に
内
容
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。（
イ
）
で
は
、「
崇

福
寺
」
建
立
の
由
来
が
見
え
る
。
鎌
倉
時
代
中
期
の
四
条
天
皇
朝
の
仁
治
元
年

に
、
湛
慧
と
い
う
僧
が
福
岡
太
宰
府
横
岳
に
一
つ
の
寺
を
建
立
し
、
翌
年
に
円

爾
が
中
国
よ
り
帰
国
し
、
開
堂
し
た
と
い
う
。
ま
た
円
爾
の
師
で
あ
る
径
山
寺

の
無
準
師
範
が
、
勅
賜
の
万
年
崇
福
禅
寺
の
扁
額
を
自
筆
し
て
円
爾
に
与
え
、

そ
の
扁
額
を
持
ち
帰
り
筑
前
国
崇
福
寺
の
寺
号
と
し
た
と
す
る
。
ま
た
（
ロ
）

で
は
、
そ
の
後
円
爾
が
京
都
東
福
寺
に
住
持
の
時
、
崇
福
寺
の
開
山
に
南
浦
明

和
尚
を
迎
え
た
と
あ
る
。
南
浦
は
径
山
寺
の
虚
堂
和
尚
の
弟
子
で
あ
り
、
大
徳

寺
開
山
の
大
灯
国
師
宗
峰
妙
超
の
師
の
大
応
国
師
で
あ
る
。
そ
し
て
、（
ハ
）

で
は
、
南
浦
紹
明
は
亀
山
天
皇
の
文
永
四
年
に
、
天
皇
か
ら
円
通
大
応
国
師
の

号
を
賜
っ
た
と
い
う
。

　

さ
ら
に
、（
ニ
）
に
見
え
る
よ
う
に
、
崇
福
寺
は
薩
摩
の
兵
に
よ
る
兵
火
に

よ
っ
て
、
あ
ま
た
の
堂
宇
が
灰
燼
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
時
に
亀
山
・
後

二
条
・
花
園
天
皇
に
よ
る
宸
翰
や
勅
額
や
綸
旨
、
お
よ
び
虚
堂
か
ら
伝
来
し
た

経
録
や
墨
跡
、
珍
器
や
重
宝
な
ど
が
す
べ
て
焼
失
し
た
と
い
う
。（
ホ
）
で
は
、
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そ
の
後
崇
福
寺
は
再
興
す
る
人
が
な
く
、
名
ば
か
り
が
残
っ
て
い
た
が
、
慶
長

五
年
に
、
黒
田
長
政
が
筑
前
国
の
主
と
な
っ
て
、
大
徳
寺
の
春
屋
宗
園
に
こ
の

寺
の
再
興
を
願
っ
た
と
あ
る
）
20
（

。

　

こ
の
よ
う
に
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
中
で
説
明
さ
れ
る
「
崇
福
寺
」
の

縁
起
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
共
通
す
る
寺
名
や
人
名
、
お
よ
び
名
称
の

「
径
山
」「
虚
堂
和
尚
」「
南
浦
明
」「
崇
福
寺
」「
大
徳
寺
」
な
ど
の
語
が
確
認

で
き
る
。
こ
こ
で
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
各
話
を
見
て
み
る
と
、
と
く
に

﹇
Ｂ
﹈
系
統
の
④
『
茶
湯
由
来
記
』
や
⑤
『
古
田
織
部
流
八
十
一
ケ
条 

口
伝
抄
』、

⑩
『
千
家
秘
伝
茶
経
』
の
前
半
部
《
ａ
》
に
は
、「
宗
峰
妙
超
」
や
「
花
園
院
」

な
ど
の
他
の
話
に
見
ら
れ
な
い
語
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
語
の
共
通
性
か
ら
『
筑

前
国
続
風
土
記
』
を
参
照
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
推
測
で
き
よ
う
。
ま
た
、

﹇
Ｃ
﹈
系
統
で
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》
の
み
が
見
ら
れ
る
⑥
『
雪
間
草
』

や
⑦
『
茶
事
談
』
に
は
、「
薩
摩
の
兵
火
」
や
「
山
門
ノ
横
額
」
の
逸
話
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
径
山
寺
台
子
伝
来
説
が
作
ら
れ
て
い
く

過
程
で
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
が
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

よ
う
。

　

一
方
で
、（
イ
）
に
は
渡
唐
天
神
説
話
の
登
場
人
物
で
あ
る
「
円
爾
」「
無
準

和
尚
」
の
名
も
認
め
ら
れ
、「
円
爾
」
が
無
準
師
範
か
ら
「
扁
額
」
を
与
え
ら

れ
持
ち
帰
っ
た
と
あ
る
。
こ
れ
は
渡
唐
天
神
説
話
の
あ
ら
す
じ
で
あ
る
「
円
爾
」

が
「
径
山
寺
」
に
渡
っ
て
、「
無
準
師
範
」
に
参
禅
し
て
法
を
嗣
ぎ
、
そ
の
証

と
し
て
法
衣
を
授
か
っ
た
と
い
う
話
の
構
造
に
近
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、

（
イ
）
に
見
ら
れ
る
「
扁
額
」
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
象
徴
物
で
あ
る
伝
衣
や

渡
唐
天
神
像
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

ま
た
、（
ニ
）
で
は
、
薩
摩
の
兵
が
岩
屋
城
を
攻
撃
し
た
際
の
兵
火
に
よ
っ
て
、

「
崇
福
寺
」
は
焼
け
落
ち
、
什
物
類
が
焼
失
し
た
と
あ
り
、
こ
の
什
物
類
の
中

に
「
虚
堂
智
愚
」
か
ら
伝
来
し
た
各
宝
物
が
あ
っ
た
と
い
う
記
述
が
確
認
で
き

る
。
こ
れ
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
中
心
的
概
念
で
あ
る
「
台
子
」
と
、
渡
唐

天
神
説
話
に
お
け
る
伝
来
物
と
さ
れ
る
伝
衣
（
袈
裟
・
僧
伽
梨
）
や
渡
唐
天
神

像
の
こ
と
と
対
応
し
よ
う
。

　

こ
の
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
は
、
以
前
拙
稿
Ⅰ
で
も
取
り

上
げ
た
渡
唐
天
神
説
話
の
一
つ
で
、
室
町
時
代
中
期
か
ら
末
期
頃
に
成
立
し
た

と
さ
れ
る
著
者
未
詳
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
）
21
（

』
の
話
と
近
似
し
て
い
る
の
が
確

認
で
き
る
。
そ
こ
で
、
以
下
に
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
冒
頭
部
分
を
抜
粋
し

た
い
。天

満
天
神
以w

径
山
伝
授
之
僧
伽
梨q

安w

置
西
都
霊
岩
神
護
山
光
明
蔵
神

寺q

流
記
。

慧
日
山
東
福
寺
第
一
世
聖
一
国
師
、
師
歳
三

十
四
。
入w

大
宋
国a

見w

径
山
仏
鑑
禅

師z

親
侍w

巾
瓶z

是
則
日
本
四
条
院
嘉
禎
元
年
乙
未
四
月
。当w

于
宋
理

宗
端
平
二
年q

也
。
後
七
年
、
以w

仁
治
二
年
辛
丑
四
月
廿
日a

辞w

仏
鑑

禅
師q

帰
朝
。 

師
歳
四
十
。是
年
七
月
旦
達w

博
多z

同
月
不p

違w

横
岳
山
湛
恵

禅
師
往
日
之
約q

遷w

宰
府z 

横
岳
掲w

勅
賜
万
年
崇
福
禅
寺
之
額z

額
者
即

仏
鑑
禅

師
自
書
。
以p
属
与w

聖

一
国
師q

之
真
蹟
也
。

開
堂
演
法
。
同
年
臘
月
十
八
日
、
天
満
天
神
新
入w

崇
福

方
丈z

因
見w
聖
一
国
師q

問p

禅
。
尊
神
昇
天
後
三
百
卅
九

年
。
即
仁
治
二
年
也
。
国
師
屢
示
誨
。
即
以w
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其
夜q

現w

径
山a

参w

得
仏
鑑
禅
師a

親
伝w

与
僧
伽
梨q

云
々
。

　

こ
の
話
は
、
拙
稿
Ⅰ
で
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
、
天
満
天
神
が
径
山
寺
か
ら

伝
授
し
た
僧
伽
梨
が
、
太
宰
府
の
光
明
蔵
寺
に
安
置
さ
れ
た
由
来
に
つ
い
て
記

述
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
傍
線
部
は
、『
筑
前
国

続
風
土
記
』（
イ
）
の
文
言
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、『
筑
前
国
続

風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
を
作
る
際
に
、『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
を
参
照
し
て

い
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇

福
寺
」
の
項
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
背
景
に
渡
唐
天
神
説
話
が
あ
る
と
い
う
筆
者

の
指
摘
は
、
こ
こ
で
裏
付
け
ら
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
抜
粋
部
分
の
話
は
、
渡

唐
天
神
説
話
の
一
つ
で
あ
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
に
由
来
し
、
か
つ
径
山
寺

台
子
伝
来
説
《
ａ
》
の
話
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
指
摘
で
き
る
。『
筑
前
国

続
風
土
記
』
は
儒
者
貝
原
益
軒
や
好
古
、
お
よ
び
そ
の
高
弟
ら
の
立
花
実
山
が

編
集
し
た
書
で
あ
り
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
も
そ
の
周
辺
の
人
物
で

あ
る
と
想
定
で
き
る
。
そ
こ
で
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
代
表
的
な
話
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
『
俗
説
贅
弁
』
に
お
け
る
、
儒
者
谷
秦
山
の
理
解
を
出
発
点
と
し

て
、
そ
の
創
作
に
関
わ
っ
た
人
物
を
、
次
節
以
降
で
検
討
し
た
い
。

三
　
儒
者
に
お
け
る
「
渡
唐
天
神
説
話
」
と
「
茶
式
」

　

径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
は
、
文
末
の
【
参
考
資
料
】
に
掲
げ
た
通
り
、
管
見

の
限
り
十
二
の
話
が
確
認
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
中
で
も
、
③
の
谷
秦
山
『
俗
説

贅
弁
』
に
お
け
る
「
茶
式
の
説
」
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
る
。『
俗
説
贅
弁
』
は
、
益
軒
や
実
山
が
関
わ
っ
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』

よ
り
も
、
十
年
ほ
ど
後
の
成
立
で
あ
り
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
径
山
寺
台
子
伝
来

説
は
、
茶
の
湯
の
起
こ
り
を
総
体
的
に
禅
と
関
係
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

台
子
点
前
す
な
わ
ち
茶
の
湯
を
茶
式
と
定
め
た
話
は
、
現
在
の
茶
書
や
各
辞
典

な
ど
で
茶
の
湯
の
起
源
と
し
て
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
、
定
説
と
さ
れ
て
き

た
）
22
（

。
そ
こ
で
、
儒
者
山
崎
闇
斎
の
門
下
で
あ
っ
た
谷
秦
山
が
、
渡
唐
天
神
説
話

を
認
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
を
、
彼
の
著
作
群
（『
秦
山
集
』
な
ど
）
か
ら
探
っ

た
も
の
の
、
秦
山
が
渡
唐
天
神
説
話
を
認
識
し
て
い
た
点
は
確
認
で
き
な
か
っ

た
。
だ
が
、
彼
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
井
沢
蟠
龍
の
『
広
益
俗
説
弁
』
巻
三
「
神

祇
」
に
は
、
渡
唐
天
神
説
話
に
関
す
る
興
味
深
い
記
述
が
あ
る
の
で
、
以
下
に

そ
の
箇
所
）
23
（

を
引
用
し
た
い
。

　
　
　
　

渡
唐
の
天
神
の
説

俗
説
云
、
日
本
の
僧
、
入
唐
し
て
径
山
に
住
せ
る
と
き
、
あ
る
夜
半
に
天

神
あ
ら
は
れ
給
ひ
、
日
本
の
菅
丞
相
と
な
の
り
て
受
衣
ま
し
ま
す
﹇
此
俗

説
、
久
し
く
云
来
り
し
事
と
見
え
て
、
藤
原
長
親
の
『
両
聖
記
』
に
も
見
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え
た
り
﹈。

今
按
る
に
、
か
の
僧
、
常
に
天
神
を
信
仰
す
る
故
に
夢
に
見
た
り
と
い

は
ゞ
、
実
な
る
べ
し
。
目
の
あ
た
り
に
出
現
あ
り
し
と
い
ふ
は
虚
な
り
。

思
ふ
に
、
薩
天
錫
『
雑
詩
妙
選
藁
』
に
、
天
満
宮
と
題
し
て
、
無
常
説

法
現w
神
道a

千
里
飛
梅
一
夜
松
、
万
事
夢
醒
雲
吐p

月
、
観
音
寺
裡
一

声
鐘
、
と
あ
り
。
古
来
よ
り
天
神
の
霊
徳
、
異
域
に
も
伝
れ
る
こ
と
を

称
歎
す
。
好
事
者
、
此
詩
に
よ
っ
て
渡
唐
の
説
を
偽
作
せ
し
も
の
な
る

べ
し
。

　

正
徳
五
年
（
一
七
一
五
）
に
刊
行
さ
れ
た
井
沢
蟠
龍
の
『
広
益
俗
説
弁
』
は
、

広
く
和
漢
の
書
物
を
引
い
て
俗
説
を
弁
駁
し
た
啓
蒙
書
と
さ
れ
る
。
ま
た
こ
れ

を
評
価
し
、
体
裁
や
内
容
を
模
倣
し
た
の
が
、
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
谷
秦
山
の

『
俗
説
贅
弁
』
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
24
（

。

　

右
の
内
容
は
、「
渡
唐
の
天
神
の
説
」
と
題
し
て
、
渡
唐
天
神
説
話
が
俗
説

と
し
て
偽
作
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
俗
説
に
言
う
に

は
、
日
本
の
僧
が
入
唐
し
て
径
山
寺
に
住
し
て
い
た
時
、
あ
る
夜
半
に
天
神
が

現
れ
て
、
日
本
の
菅
丞
相
だ
と
名
乗
っ
て
受
衣
し
た
。
こ
の
俗
説
は
長
い
間
言

い
伝
え
ら
れ
て
来
た
事
と
見
え
、
藤
原
長
親
『
両
聖
記
』
に
も
見
え
る
と
あ
る
。

ま
た
、
今
案
ず
る
に
、
か
の
僧
が
、
常
に
天
神
を
信
仰
す
る
こ
と
か
ら
夢
に
見

た
と
言
う
な
ら
ば
、
本
当
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
目
の
あ
た
り
に
天
神
が
出
現
し

た
と
い
う
の
は
偽
り
で
あ
る
。
思
う
に
、
薩
天
錫
の
『
雑
詩
妙
選
藁
』
に
「
天

満
宮
」
と
題
し
て
、
詩
が
あ
る
。
こ
れ
は
古
来
よ
り
天
神
の
霊
徳
や
異
国
に
も

伝
わ
っ
た
こ
と
を
称
歎
し
て
い
る
。
好
事
者
が
こ
の
詩
に
よ
っ
て
渡
唐
天
神
説

話
を
偽
作
し
た
の
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
沢
蟠
龍
は
、
日
本
の
僧
が
径
山
寺
に
住
し
た
時
、
天
神
す

な
わ
ち
菅
原
道
真
が
現
れ
て
「
受
衣
」
す
な
わ
ち
法
を
嗣
い
だ
、
渡
唐
天
神
説

話
の
あ
ら
す
じ
を
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
渡
唐
天
神
説
話
の
最
古

の
話
と
さ
れ
る
『
両
聖
記
）
25
（

』
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
蟠
龍
は
好
事
者

が
中
国
元
代
の
薩
天
錫
に
よ
る
「
天
満
宮
」
と
題
す
る
詩
）
26
（

に
因
ん
で
渡
唐
天
神

説
話
を
作
り
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
。

　

ち
な
み
に
蟠
龍
は
、『
広
益
俗
説
弁
』
巻
二
十
「
俗
説
弁
の
説
」
の
中
で
、

刊
行
前
の
谷
秦
山
の
『
俗
説
贅
弁
』
に
も
触
れ
、
作
者
を
知
ら
な
い
と
す
る
も

の
の
、
推
奨
し
て
い
る
）
27
（

。
白
石
良
夫
は
、『
広
益
俗
説
弁
』
や
『
俗
説
贅
弁
』

の
版
元
で
あ
る
柳
枝
軒
茨
木
屋
に
集
っ
た
椋
梨
一
雪
や
谷
秦
山
、
井
沢
蟠
龍
ら

の
作
家
た
ち
が
、
説
話
を
蒐
集
し
、
そ
れ
ら
を
写
し
あ
っ
て
読
ん
で
い
た
と
述

べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
蟠
龍
と
秦
山
と
は
相
識
の
仲
で
あ
っ
た
と
も
指
摘
し
て

い
る
）
28
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
谷
秦
山
『
俗
説
贅
弁
』
に
お
け
る
径
山
寺
台
子
伝
来

説
は
、
井
沢
蟠
龍
の
『
広
益
俗
説
弁
』
の
中
で
の
渡
唐
天
神
説
話
偽
作
説
を
十

分
に
理
解
し
た
上
で
、
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
当
時
の

儒
者
な
ど
の
間
で
は
、
渡
唐
天
神
説
話
も
径
山
寺
台
子
伝
来
説
も
偽
作
で
あ
る

と
認
識
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
谷
秦
山
『
俗
説
贅
弁
』
に
お
い
て
「
茶
式
の
説
」
と
題
さ
れ
る

中
の
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
は
そ
の
後
半
部
分
《
ｂ
》
に
、
夢
窓
疎
石
が
台
子

を
用
い
て
茶
の
湯
を
始
め
て
「
茶
式
」
を
定
め
、
そ
れ
は
僧
家
よ
り
始
ま
っ
た
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と
あ
る
。
筆
者
は
拙
稿
Ⅱ
で
、
こ
れ
を
夢
窓
疎
石
茶
の
湯
創
始
譚
と
名
付
け
た
。

そ
こ
で
は
、「
茶
式
」
の
語
は
、
南
宋
末
の
惟
勉
著
『
叢
林
校
定
清
規
総
要
』

の
み
に
用
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
は
、
江
戸
中
期
に
秦
山
に
よ
っ
て

用
い
ら
れ
た
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
、
と
し
て
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
茶
の
湯
に

お
い
て
「
茶
式
」
の
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
禅
宗
と
の
関
わ
り
を
示
そ
う
と
す

る
意
図
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
）
29
（

。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
「
茶
式
」
の
語
は
、

秦
山
で
は
な
く
、
彼
の
師
で
あ
る
山
崎
闇
斎
の
『
大
和
小
学
』
万
治
三
年
（
一

六
六
〇
）
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
そ
れ
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
）
30
（

。

○
茶
式
に
く
は
し
く
て
、
目
か
ゞ
み
も
あ
り
、
禅
に
参
じ
、
筆
法
も
し
り
、

歌
学
も
あ
る
も
の
を
和
尚
と
い
ふ
。
能
・
相
以
来
は
、
志
野
・
松
本
・
珠

光
・
紹
鷗
・
利
休
、
そ
の
人
な
り
と
ぞ
。
古
田
織
部
は
、
い
さ
ゝ
か
勇
功

あ
り
し
が
、
利
休
が
の
ち
の
和
尚
也
。（
以
下
省
略
）

　

こ
こ
で
は
、
茶
式
に
詳
し
く
、
鑑
識
眼
も
あ
り
、
禅
に
参
じ
、
書
も
知
り
、

歌
学
に
も
通
じ
て
い
る
も
の
を
和
尚
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の

和
尚
と
は
能
阿
弥
・
相
阿
弥
以
来
の
、
志
野
道
耳
（
生
没
年
未
詳
）・
松
本
珠

報
（
生
没
年
未
詳
）・
珠
光
（
一
四
二
三
〜
一
五
○
二
）・
武
野
紹
鷗
（
一
五
○

二
〜
一
五
五
五
）・
利
休
（
一
五
二
二
〜
一
五
九
一
）
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
武

将
で
あ
っ
た
古
田
織
部
（
一
五
四
三
〜
一
六
一
五
）
も
和
尚
で
あ
る
と
説
明
し

て
い
る
。

　

右
の
冒
頭
の
一
文
に
は
「
茶
式
」
の
語
の
他
に
、「
禅
」
や
「
和
尚
」
と
い

う
禅
宗
に
関
わ
る
言
葉
が
見
え
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
江
戸
前
期
の
儒
者
で
あ

る
山
崎
闇
斎
は
、
右
に
登
場
す
る
茶
人
ら
を
禅
宗
で
法
を
嗣
い
だ
高
僧
で
あ
る

和
尚
と
位
置
づ
け
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
こ
の
文
言
は
、
貝
原
益
軒
の
甥
で

養
子
で
も
あ
る
江
戸
中
期
の
儒
者
、
貝
原
好
古
『
大
和
事
始
』
元
禄
十
年
（
一

六
九
七
）
に
も
、
山
崎
闇
斎
の
説
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
谷
秦
山
『
俗
説
贅
弁
』
に
お
け
る
「
茶
式
の
説
」
す
な
わ
ち

径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
見
え
る
「
茶
式
」
の
言
葉
は
、『
俗
説
贅
弁
』
の
刊
行

か
ら
遡
る
こ
と
五
十
年
ほ
ど
前
に
、
山
崎
闇
斎
が
茶
の
湯
を
説
明
す
る
際
に
禅

を
強
調
す
る
言
葉
と
し
て
用
い
、
元
禄
期
に
お
い
て
も
、
儒
者
ら
の
間
で
踏
襲

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

　

以
上
、
谷
秦
山
周
辺
の
儒
者
に
お
け
る
渡
唐
天
神
説
話
の
理
解
と
茶
式
に
対

す
る
認
識
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
谷
秦
山
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
井
沢
蟠
龍
は
、

俗
説
を
紹
介
す
る
『
広
益
俗
説
弁
』
の
中
で
、
渡
唐
天
神
説
話
は
偽
作
で
あ
る

と
断
言
し
て
い
た
。
一
方
、
谷
秦
山
の
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
見
え
る
「
茶
式
」

の
語
は
、
そ
れ
以
前
に
江
戸
前
期
の
儒
者
で
あ
る
山
崎
闇
斎
の
著
書
の
中
で
、

禅
と
関
係
づ
け
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
貝
原
好
古
の
著
作
に
お

い
て
も
踏
襲
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
こ
で
注
目
す
べ
き
は
、
両
者
に
お
い
て
井
沢
蟠
龍
・
山
崎
闇
斎
・
貝
原
好

古
と
い
っ
た
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
儒
者
や
思
想
家
が
関
わ
っ
て
い
る
点
で
あ

る
。
前
節
で
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
原
型
と
考
え
ら
れ
る
『
筑
前
国
続
風
土

記
』
が
、
貝
原
益
軒
の
編
纂
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
井
沢
蟠
龍

は
渡
唐
天
神
説
話
を
偽
作
で
あ
る
と
主
張
し
つ
つ
も
、『
俗
説
贅
弁
』
の
論
を



径山寺台子伝来説の創作者像

（41）1014

称
賛
し
て
い
る
。
蟠
龍
も
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
、
茶
の
湯
を
禅
と
関
係
づ
け

た
創
作
だ
と
理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来

説
に
お
い
て
茶
の
湯
に
禅
を
強
調
し
よ
う
と
意
図
し
た
人
物
は
、
元
禄
期
前
後

に
活
躍
し
た
儒
者
ら
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
で
き
よ
う
。

四
　
立
花
実
山
と
渡
唐
天
神
説
話

　

一
方
、
江
戸
中
期
の
曹
洞
宗
中
興
の
祖
と
さ
れ
る
卍
山
道
白
の
語
録
で
あ
り
、

実
山
も
序
を
添
え
、
実
山
の
財
施
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
東
林
後
録
）
31
（

』
巻
上

に
、「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
と
題
す
る
一
節
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
卍
山
と

そ
の
弟
子
の
立
花
実
山
に
お
け
る
渡
唐
天
神
説
話
お
よ
び
渡
唐
天
神
像
に
つ
い

て
の
理
解
が
窺
わ
れ
る
話
で
あ
る
。
立
花
実
山
は
、
小
稿
第
二
節
で
指
摘
し
た

通
り
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
編
纂
に
も
関
わ
っ
て
い
る
人
物
で
あ
る
。
少
々

長
く
な
る
が
以
下
に
、「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
）
32
（

」
を
掲
げ
、
径
山
寺
台
子
伝

来
説
の
創
作
者
像
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

夫
菅
神
之
家
乗
、
一
代
之
履
歴
、
国
史
之
所p

載
、
諸
家
之
所p

記
、
乃
至

口
碑
耳
譜
、
蠡
蠡
昭
昭
、
児
童
亦
知
、
走
卒
亦
知
。（
ヘ
）
但
至w

渡
宋
伝

衣
之
一
事a

則
取w

信
於
耳
目
之
所o

接
、
懐w

疑
於
神
交
之
所o

感
者
、
亦

有
焉
。
自p

非w

明
拠
的
証
之
足p

徴
者a

争
能
令e

其
免w

区
区
狐
疑q

耶
。

（
ト
）
按w

薩
州
福
昌
禅
刹
渡
宋
天
神
伝
衣
中
興
碑a

開
山
石
屋
和
尚
、
梵

刹
創
建
之
日
、
鑿w

開
岩
間a

掘
得w

石
函z 

中
有w

菅
神
渡
宋
之
画
像z

上
題
有w

伝
衣
記z

（
チ
）
所
謂
本
朝
四
条
院
、
仁
治
二
年
之
夏
、
聖
一
国

師
円
爾
、
辞w

径
山
仏
鑑
禅
師q

而
帰
、
舟
著w

筑
前
州
博
多z

国
師
之
徒

湛
慧
、
預
建w

崇
福
禅
寺
於
州
之
横
岳q

而
、
請
令w

開
法z 

其
年
十
二
月

十
八
昧
爽
、
菅
神
挿w

梅
華
一
枝
於
袖
裏a

来
見w

国
師q

而
求w

衣
法z

乃

呈w

倭
歌q

云
、
唐
衣
、
登
米
底
幾
多
野
能
、
神
会
土
波
、
袖
仁
持
多
留
、

梅
仁
底
毛
志
礼
。
国
師
聞
云
、
若
恁
麼
、
則
宜
往p

宋
参w

我
師
仏
鑑z

神

領w

其
意a

其
夜
直
入w

径
山
室a

手
擎w

梅
華q

謂
云
、
我
是
日
本
菅
神
。

承w

爾
師
教a

来
礼w

和
尚z

願
示w

法
要z

鑑
授w

一
偈q

云
、天
下
梅
華
主
、

扶
桑
文
字
祖
。
若
問w

正
法
眼a

雲
門
答
曰
、
普
。
并
付
以w

法
衣z

蓋
応w

神
需q

也
。
神
拝
受
而
帰
、
再
見w

国
師q

云
、
我
蒙w

師
指
示a

親
得w

径

山
衣
偈z

乃
指w

腋
下
衣
袋q

為p

証
。
更
呈p

偈
云
、
手
裏
梅
華
腋
下
嚢
、

不p

離w

安
楽q

到w

南
方z

径
山
衣
法
親
伝
授
、
何
用
時
時
仰w

彼
蒼z

（
リ
）
既
而
仏
鑑
、
命w

常
牧
渓w

画w

室
中
所p

見
神
人
之
像
而a

題w

其

上q

云
、菅
氏
神
霊
現w

道
妝a

来
求w

一
語q

返w

扶
桑z

通
霄
活
路
夢
何
処
。 

袖
裏
梅
華
遍
界
香
。
後
商
舶
、
載w

其
画
像q

而
来
。
大
内
左
京
大
夫
盛
見
、

法
名
徳
雄
、
贖
得
為p

軸
、
携
至w

京
師z

請w

義
持
相
公
於
正
禅
寺a

因

献w

其
軸z

義
持
喜
而
珍
蔵
焉
。（
ヌ
）
又
按w

太
宰
府
光
明
蔵
寺
記a

聖

一
法
嗣
鉄
牛
心
和
尚
、
文
永
八
年
住w

承
天
寺z

是
歳
十
月
望
、
神
降w

承

天
室a

以w

所
伝
法
衣q

付w

心
公q

云
、
願
択w

勝
地a

収w

蔵
此
衣z

言
訖

而
去
。
心
公
以w

族
姓
菅
氏a

殊
欽w

神
嘱a

至w

其
月
二
十
五
日a

権
剏w

一
宇
於
宰
府
霊
岩
之
左
辺a

以
蔵w

其
衣a

名
為w

衣
塔
院z

後
三
年
。
心

公
夢
神
告
曰
、自e
和
尚
蔵w

我
衣a

我
日
日
来
拝
、以
鎮
護
焉
。於p

是
鼎w
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新
彼
院a

改
称w

神
護
山
光
明
蔵
寺z 

上
来
碑
記
之
所p

載
、
雖e

併
足

p

諭w

世
之
懐
疑
者a

以p

未p

見w

牧
渓
之
所o

画
而
為p

慊
耳
。（
ル
）
去

年
春
二
月
、
博
多
商
客
某
者
、
一
時
持w

渡
宋
之
神
影a

到w

立
花
実
山
居

士
之
宅z
居
士
忻
然
買
取
、
則
大
明
方
蘭
坡
手
描
而
自
賛
者
也
。
賛
曰
、

生
為w

丞
相q
死
為p

神
、
北
野
祠
堂
万
古
新
。
手
折w

梅
華q

無w

半
語a

禅

機
参
透
一
枝
春
。
今
茲
居
士
、
携p

之
東
来
、
訪w

老
衲
於
瑠
璃
光
精
舍a

出w

彼
軸q

以
令w

随
喜q
焉
。
嗚
呼
、
画
手
之
通
神
、
賛
語
之
高
雅
、
書
跡

之
不p

俗
。
実
一
軸
之
三
絶
也
。
想
夫
蘭
坡
之
所p

描
、
定
是
模w

写
牧
渓

之
所o

画
也
。
今
已
見p

之
、
則
先
之
所p

為p

慊
者
、
得w

頓
足
而
無o

恨
也
。

大
宋
有w

牧
渓a

皇
明
有w

蘭
坡z
中
間
大
元
、
豈
無i

妙
手
写w

出
此
像q

者y

乎
。
但
未p

到w

此
方q

歟
。
抑
我
輩
未p
及p
見p

之
歟
。
中
華
既
図w

伝

衣
之
像q

而
流
伝
。
如p

是
則
其
授
受
因
縁
、
決
不p
可p

誣p

之
者
明
矣
。

居
士
已
得w

此
軸q

後
、
秋
八
月
、
値i

融
仙
上
座
在p
洛
写w

福
昌
碑
文q

而

寄n

冬
十
月
、
将p

浴w

御
笠
郡
武
蔵
邑
之
温
泉a

沿p

途
詣w
宰
府
神
廟a

扣w

光
明
蔵
寺z

且
託w

撿
挍
房
快
鳳a

（
ヲ
）
借i

水
戸
侯
光
国
卿
所p

奉w

納
神
廟
之
文
庫q

之
扶
桑
拾
葉
集
全
帙
三
十
五
卷y

而
読p

之
。
其
三
百
篇

之
中
有w

右
大
将
大
納
言
長
親
、
法
名
明
魏
、
字
子
晋
所p

造
之
両
聖
記z

記w

仏
鑑
・
菅
神
相
見
之
委
曲q

者
也
。
見p

此
見p

彼
、
感
喜
不p

啻
。
而

仲
冬
二
十
五
、
以w

国
字
方
言q

而
、
具
記w

前
後
之
来
由z

結
以p

歌
云
、

憐
我
加
、
寿
末
奴
心
能
、
水
遠
太
仁
、
裳
羅
左
天
宇
津
留
、
神
能
御
影
也
。

今
老
衲
電
覧
一
過
、
又
恐
、
佗
日
遺
忘
無p

由w

思
索z

因
筆w

其
顛
末a

不
四

敢
顧e

人
笑
為w

層
言
畳
語q

也
。（
ワ
）
時
元
禄
十
五
龍
次w

壬
午q

秋

八
月
二
十
五
日
、
落w

筆
於
東
武
之
大
隠
軒
中z

　

右
の
文
で
は
、
渡
唐
天
神
説
話
に
関
す
る
話
と
そ
れ
に
付
随
す
る
渡
唐
天
神

像
に
ま
つ
わ
る
話
が
記
さ
れ
て
い
る
。
冒
頭
で
、
菅
神
す
な
わ
ち
菅
原
道
真
の

家
の
歴
史
は
、
言
い
伝
え
に
よ
っ
て
児
童
も
下
僕
も
皆
知
っ
て
い
る
と
述
べ
る
。

着
目
し
た
い
の
は
、
傍
線
部
（
ヘ
）
で
、「
渡
宋
伝
衣
之
一
事
」
す
な
わ
ち
渡

唐
天
神
説
話
に
つ
い
て
、
明
確
な
証
拠
が
な
い
話
だ
と
言
っ
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
、
渡
唐
天
神
説
話
の
各
話
を
取
り
上
げ
て
述
べ
て
い
る
こ
と
が
、
傍

線
部
（
ト
）（
チ
）（
リ
）（
ヌ
）（
ヲ
）
な
ど
か
ら
窺
え
る
。

　

ま
ず
（
ト
）
で
は
、「
薩
州
福
昌
禅
刹
渡
宋
天
神
伝
衣
中
興
碑
」
を
参
照
し

て
い
る
。
薩
摩
福
昌
寺
の
開
山
石
屋
和
尚
が
、
福
昌
寺
を
創
建
し
た
日
に
岩
間

を
掘
削
す
る
と
、
そ
の
中
に
渡
唐
天
神
像
が
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
話
は
、
室

町
中
期
の
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
四
月
十
五
日
条
に

見
え
る
文
言
と
対
応
し
、
そ
れ
が
典
拠
と
思
わ
れ
る
。
拙
稿
Ⅰ
で
は
渡
唐
天
神

説
話
の
特
徴
で
あ
る
象
徴
物
と
場
所
の
伝
来
関
係
に
つ
い
て
考
察
す
る
際
、
こ

の
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
を
引
用
し
、
内
容
に
言
及
し
た
）
33
（

。

　

次
い
で
、（
チ
）
で
は
、
四
条
天
皇
の
仁
治
二
年
に
、
聖
一
国
師
円
爾
弁
円
が
、

径
山
寺
の
仏
鑑
禅
師
す
な
わ
ち
無
準
師
範
の
許
を
去
り
、
帰
国
し
、
円
爾
の
門

徒
の
湛
慧
が
、
横
岳
に
崇
福
寺
を
建
立
し
、
円
爾
に
開
山
を
請
じ
た
と
い
う
。

こ
の
文
言
は
、
第
二
節
で
検
討
し
た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項

の
冒
頭
（
イ
）
と
、
そ
の
典
拠
と
さ
れ
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
冒
頭
部
分

と
対
応
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
を
参
照
し
て
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い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
（
リ
）
で
は
、
無
準
師
範
が
牧
渓
）
34
（

に
命
じ
て
天
神
像
を
描
か
せ
た
と

あ
る
。
ま
た
、「
菅
氏
の
神
霊
道
妝
を
現
ず
、
来
た
り
て
一
語
を
求
め
扶
桑
に

返
る
。
通
霄
の
活
路
夢
い
ず
れ
の
処
ぞ
。
袖
裏
の
梅
華
遍
界
に
香
ず
」
と
い
う

無
準
の
賛
も
添
え
ら
れ
て
い
る
。
後
に
、
そ
の
天
神
像
は
大
内
左
京
大
夫
盛
見

が
手
に
入
れ
、
足
利
義
持
に
献
上
し
た
）
35
（

と
い
う
。
こ
の
話
は
、『
臥
雲
日
件
録

抜
尤
』
の
文
正
元
年
（
一
四
六
六
）
五
月
七
日
条
に
近
似
し
た
文
言
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
出
典
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
）
36
（

。

　

続
い
て
、（
ヌ
）
に
、「
太
宰
府
光
明
蔵
寺
記
」
と
あ
る
。
聖
一
国
師
円
爾
の

法
嗣
で
あ
る
鉄
牛
心
和
尚
が
、
文
永
八
年
に
承
天
寺
に
住
し
た
時
、
天
神
が
降

り
て
来
て
、
伝
衣
を
鉄
牛
和
尚
に
授
け
、
こ
の
衣
を
秘
蔵
す
る
場
所
を
願
う
。

鉄
牛
心
和
尚
が
そ
の
伝
衣
を
安
置
し
た
の
は
、
大
宰
府
の
霊
岩
左
辺
で
あ
り
、

す
な
わ
ち
神
護
山
光
明
蔵
寺
で
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、（
チ
）
と

同
じ
く
拙
稿
Ⅰ
で
も
触
れ
た
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
文
言
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
）
37
（

。

そ
し
て
、（
ヲ
）
で
、
卍
山
は
水
戸
光
圀
（
一
六
二
八
〜
一
七
〇
〇
）
が
編
集

し
た
『
扶
桑
拾
葉
集
』
か
ら
渡
唐
天
神
説
話
最
古
の
話
で
あ
る
『
両
聖
記
』
を

取
り
上
げ
、
そ
こ
に
無
準
師
範
と
天
神
が
相
ま
み
え
た
詳
細
が
記
さ
れ
て
い
る

こ
と
に
言
及
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
卍
山
道
白
『
東
林
後
録
』「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
で
は
、

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』『
両
聖
記
』
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、

渡
唐
天
神
説
話
を
話
題
に
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、（
ル
）
で
は
、
実
山
が
明

の
方
蘭
坡
）
38
（

自
賛
の
渡
唐
天
神
像
を
手
に
入
れ
、
そ
の
渡
唐
天
神
像
を
卍
山
道
白

の
許
に
持
っ
て
行
き
、
共
に
喜
ん
で
い
る
様
子
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
賛
に
は

「
生
き
て
丞
相
と
為
り
死
し
て
神
と
為
る
、
北
野
の
祠
堂
万
古
新
た
な
り
。
手

に
梅
華
を
折
り
て
半
語
な
し
、
禅
機
参
透
す
一
枝
の
春
」
と
あ
る
。

　

卍
山
と
実
山
が
「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
の
中
で
、『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』

『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』『
両
聖
記
』
を
提
示
し
、
渡
唐
天
神
像
に
言
及
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
彼
ら
が
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
認
識
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

と
い
う
の
は
、
拙
稿
Ⅰ
や
拙
稿
Ⅱ
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説

に
お
け
る
師
資
相
承
の
象
徴
物
で
あ
る
「
台
子
」
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
師
資

相
承
物
で
あ
る
伝
衣
（
袈
裟
）
と
渡
唐
天
神
像
の
影
響
を
受
け
て
い
る
か
ら
で

あ
る
）
39
（

。
伝
衣
に
つ
い
て
は
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
中
に
見
え
、
渡
唐
天
神
像

に
つ
い
て
は
『
両
聖
記
』『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
と
い
う

同
じ
系
統
の
話
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
た
）
40
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
卍
山
と
実
山
は

「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
に
お
い
て
渡
唐
天
神
像
を
取
り
上
げ
、
各
々
の
渡

唐
天
神
説
話
に
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
彼
ら
は
渡
唐
天
神
像
を
渡
唐
天

神
説
話
の
要
点
で
あ
り
、
師
資
相
承
の
象
徴
物
と
し
て
理
解
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、
着
目
し
た
い
の
は
、
最
後
の
（
ワ
）
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の

「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
が
記
さ
れ
た
の
が
、
元
禄
十
五
年
（
一
七
○
二
）

で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
年
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の

十
二
の
話
の
初
出
で
あ
る
①
遠
藤
元
閑
『
茶
之
湯
六
宗
匠
伝
記
』
が
刊
行
さ
れ

た
年
と
一
致
す
る
。
現
段
階
で
径
山
寺
台
子
伝
来
説
は
、
こ
の
『
茶
之
湯
六
宗

匠
伝
記
』
以
前
に
遡
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
元
禄
十
五
年
以
前
に
径
山
寺
台
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子
伝
来
説
が
す
で
に
創
作
さ
れ
、
普
及
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
の
中
で
は
、
卍
山
道
白
と
立
花

実
山
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
一
部
が
見
ら
れ
る
『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
や
、
渡

唐
天
神
説
話
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』『
両
聖
記
』
を
熟
知
し
、
取
意
引
用
し

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
山
と
卍
山
は
渡
唐
天
神
説
話
を
十
分
に
理
解
し
て
い

た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
卍
山
と
実
山
が
述
べ
る
「
渡
宋
菅
神
伝
衣

画
像
記
」
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
話
は
見
い
出
せ
な
い
。

　

し
か
し
実
山
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
の
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
原
型
で
あ
る
同
書
「
崇
福
寺
」
の
記
述
内
容
を
理
解
し

て
い
た
）
41
（

と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
実
山
は
、『
南
方
録
』
の
中
で
、「
台
子
」
を

師
資
相
承
の
象
徴
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
）
42
（

。
つ
ま
り
、
渡
唐

天
神
説
話
を
知
り
、
渡
唐
天
神
像
を
師
資
相
承
の
象
徴
物
と
し
て
理
解
し
、
ま

た
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項
も
把
握
し
て
い
た
『
南
方
録
』
の

著
者
で
あ
る
実
山
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、
実
山
も
刊
行
に
携
わ
っ
て
い
る
卍
山
『
東
林
後
録
』
の
「
渡
宋
菅
神

伝
衣
画
像
記
」
の
話
に
は
、
実
山
と
卍
山
が
渡
唐
天
神
説
話
と
渡
唐
天
神
像
に

つ
い
て
理
解
し
て
い
る
話
が
見
え
る
。
彼
ら
は
渡
唐
天
神
説
話
が
含
ま
れ
る

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
と
、
渡
唐
天
神
説
話
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』『
両
聖
記
』

に
お
け
る
渡
唐
天
神
像
と
い
う
師
資
相
承
の
象
徴
物
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
は
、
実
山
も
編
集
に
関
与
し
て
い
る
『
筑

前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
も
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
実
山
が
関
わ
っ
て
い
る
『
筑
前
国
続

風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
背
景
に
は
、『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
こ
れ
ら
は
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
波
及
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
と
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
を
把

握
し
て
い
る
実
山
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
理
解
し
て
い
た
人
物
と
し
て
指

摘
で
き
よ
う
。

結
　
語

　

以
上
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
像
に
つ
い
て
、
渡
唐
天
神
説
話
と
の

比
較
を
通
し
て
考
察
し
た
。
ま
ず
、
神
津
朝
夫
が
指
摘
し
た
大
心
義
統
説
を
検

証
し
、
大
心
義
統
の
著
『
茶
祖
珠
光
伝
』『
大
心
義
統
語
録
』
の
記
述
内
容
か
ら
、

径
山
寺
台
子
伝
来
説
と
渡
唐
天
神
説
話
の
関
係
を
探
っ
た
。
ま
た
、
貝
原
益
軒

『
筑
前
国
続
風
土
記
』
に
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
前
半
部
の
話
《
ａ
》
と

類
似
し
た
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
と
『
筑
前
国
続

風
土
記
』
の
関
係
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
代
表
的
な
話

を
記
述
し
た
谷
秦
山
や
そ
の
周
辺
の
儒
者
に
お
け
る
渡
唐
天
神
説
話
と
茶
式
の

語
に
関
す
る
認
識
に
つ
い
て
確
認
し
た
。
さ
ら
に
、『
南
方
録
』
の
著
者
立
花

実
山
と
そ
の
師
卍
山
道
白
が
、『
東
林
後
録
』
の
中
で
、
渡
唐
天
神
説
話
を
証

拠
が
な
く
疑
わ
し
い
と
理
解
し
、
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
を
参
照
し
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
像
を
検

討
し
た
。
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以
上
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
者
像
に
つ
い
て
、
以
下
の

四
つ
の
点
を
指
摘
で
き
る
。
一
点
目
は
、
大
心
義
統
に
よ
る
創
作
の
可
能
性
は

低
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。な
ぜ
な
ら
ば
、『
茶
祖
珠
光
伝
』
に
は
、「
卓

子
」
す
な
わ
ち
「
台
子
」
の
記
述
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
こ
に
渡
唐
天
神
説
話
は

確
認
で
き
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
大
心
義
統
語
録
』
に
は
、
南
浦

紹
明
の
系
譜
と
功
績
に
関
す
る
記
述
に
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
に
見
ら
れ
る
語

が
確
認
で
き
た
も
の
の
、
そ
れ
は
史
実
を
述
べ
る
に
留
ま
る
も
の
で
あ
り
、
そ

こ
に
渡
唐
天
神
説
話
の
要
点
で
あ
る
師
資
相
承
の
話
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
か

ら
で
あ
る
。

　

二
点
目
に
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
項
に
、
径
山
寺
台
子
伝
来

説
《
ａ
》
に
共
通
す
る
特
徴
的
な
語
や
内
容
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。

《
ａ
》
の
話
に
見
え
る
「
径
山
寺
」「
虚
堂
智
愚
」「
南
浦
紹
明
」「
崇
福
寺
」「
大

徳
寺
」
な
ど
の
寺
名
や
人
名
が
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
の
中

に
も
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
「
虚
堂
智
愚
」
か
ら
伝
来
し
た
経
録
や

墨
跡
、
珍
器
や
重
宝
な
ど
に
関
す
る
話
が
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
「
径
山
寺
」

か
ら
「
台
子
」
が
将
来
さ
れ
た
と
い
う
話
の
構
造
と
対
応
す
る
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
前
半
部
《
ａ
》
の
話
が
『
筑
前
国
続
風
土
記
』
を
基

に
し
て
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
一
方
で
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇

福
寺
」
の
話
は
、
渡
唐
天
神
説
話
の
一
つ
で
あ
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
か
ら

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
も
確
認
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説

の
背
景
に
渡
唐
天
神
説
話
が
あ
る
と
い
う
筆
者
の
仮
説
を
補
強
で
き
た
。

　

三
点
目
と
し
て
、
秦
山
の
兄
弟
弟
子
で
あ
る
江
戸
中
期
の
儒
者
井
沢
蟠
龍
が

『
広
益
俗
説
弁
』
の
中
で
、
渡
唐
天
神
説
話
を
偽
作
で
あ
る
と
主
張
し
つ
つ
も
、

『
俗
説
贅
弁
』
の
話
を
讃
え
、
秦
山
の
径
山
寺
台
子
伝
来
説
を
理
解
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
秦
山
が
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
中
で
、
茶
の
湯
と

禅
宗
と
の
関
わ
り
を
示
そ
う
と
い
う
意
図
で
用
い
た
と
考
え
ら
れ
る
「
茶
式
」

の
語
は
、
じ
つ
は
秦
山
の
師
で
江
戸
前
期
の
儒
者
で
あ
る
山
崎
闇
斎
の
『
大
和

小
学
』
に
典
拠
が
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
に
よ
っ

て
茶
の
湯
に
禅
宗
を
結
び
つ
け
る
主
張
を
行
っ
た
の
は
、
儒
者
た
ち
で
あ
る
と

指
摘
で
き
る
。
し
か
も
、
そ
の
儒
者
ら
は
山
崎
闇
斎
・
井
沢
蟠
龍
・
貝
原
好
古
、

ひ
い
て
は
貝
原
益
軒
な
ど
、
歴
史
的
に
著
名
な
人
物
で
あ
っ
た
。

　

四
点
目
に
、『
俗
説
贅
弁
』
の
刊
行
以
前
、
元
禄
十
五
年
成
立
の
卍
山
道
白

『
東
林
後
録
』
の
「
渡
宋
菅
神
伝
衣
画
像
記
」
の
中
で
、
実
山
と
卍
山
は
、
渡

唐
天
神
説
話
を
架
空
の
話
で
あ
る
と
認
識
し
、
そ
の
話
の
一
部
が
見
ら
れ
る

『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』
と
、
渡
唐
天
神
説
話
で
あ
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』『
両

聖
記
』
を
取
意
引
用
し
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
ら
の
話
は
、
拙
稿
Ⅰ

や
拙
稿
Ⅱ
に
お
い
て
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》《
ｂ
》
の
話
が
渡
唐
天
神
説

話
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
際
、
象
徴
物
の
対
応
関
係
が
認
め

ら
れ
た
文
献
で
あ
る
。
拙
稿
Ⅰ
で
は
伝
衣
が
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
に
見
え
る

こ
と
を
、
拙
稿
Ⅱ
で
は
渡
唐
天
神
像
が
『
両
聖
記
』『
臥
雲
日
件
録
抜
尤
』『
菅

神
入
宋
授
衣
記
』
の
同
じ
文
脈
を
踏
襲
す
る
話
の
中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
三
つ
の
話
の
う
ち
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
は
、『
筑
前
国
続
風

土
記
』「
崇
福
寺
」
の
話
に
影
響
を
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
径
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山
寺
台
子
伝
来
説
の
背
景
に
は
、
そ
の
原
型
と
さ
れ
る
『
筑
前
国
続
風
土
記
』

「
崇
福
寺
」
の
話
と
、
ま
た
そ
の
下
敷
き
に
な
っ
て
い
る
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』

が
あ
る
。
立
花
実
山
は
、『
筑
前
国
続
風
土
記
』
を
編
纂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

渡
唐
天
神
説
話
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
と
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福
寺
」

の
話
の
関
係
性
に
つ
い
て
認
識
し
て
お
り
、
か
つ
そ
こ
に
径
山
寺
台
子
伝
来
説

の
話
を
理
解
し
て
い
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
は
大
心
義
統
に
よ
り
創
作
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
渡
唐
天
神
説
話
に
精
通
し
た
儒
者
の
関

与
が
推
測
で
き
る
。
さ
ら
に
は
、
卍
山
道
白
お
よ
び
立
花
実
山
ら
も
、
径
山
寺

台
子
伝
来
説
を
認
識
し
て
い
た
と
想
定
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
の
人
物
の
う
ち
、

実
山
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
背
景
に
あ
る
『
筑
前
国
続
風
土
記
』「
崇
福

寺
」
の
話
と
、
渡
唐
天
神
説
話
の
『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
を
理
解
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
何
ら
か
の
形
で
径
山
寺
台
子
伝
来
説
の
創
作
に
関
わ
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

﹇
附
記
﹈　

小
稿
は
、
二
○
一
九
年
十
二
月
七
日
、
中
国
浙
江
工
商
大
学
で
開
催

さ
れ
た
、
浙
江
工
商
大
学
東
亜
研
究
院
・
早
稲
田
大
学
日
本
宗
教
文
化
研
究

所
・
蔚
山
大
学
校
人
文
大
学
日
本
語
日
本
学
科
主
催
「
東
ア
ジ
ア
文
化
交
流

│
藝
と
術
│
」
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
お
い
て
、
同
題
で
研
究
発
表
を
行
っ

た
も
の
に
、
新
た
に
見
出
し
た
史
資
料
を
加
え
て
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

﹇
使
用
テ
ク
ス
ト
﹈　

主
に
以
下
に
依
拠
し
つ
つ
、
適
宜
、
句
読
点
・
読
み
等
を

私
に
改
め
た
。

『
菅
神
入
宋
受
衣
記
』
＝
群
書
類
聚
。『
茶
祖
珠
光
伝
』
＝
国
立
国
会
図
書
館

所
蔵
写
本
。『
大
心
義
統
語
録
』
＝
大
徳
寺
禅
語
録
集
成
。『
筑
前
国
風
土
記
』

＝
益
軒
全
集
。『
広
益
俗
説
弁
』
＝
東
洋
文
庫
。『
大
和
小
学
』
＝
日
本
教
育
思

想
大
系
。『
東
林
後
録
』
＝
東
林
語
録　

訳
注
。

【
参
考
資
料
】

①
遠
藤
元
閑
『
茶
之
湯
六
宗
匠
伝
記
』　

元
禄
十
五
年
（
一
七
○
二
）　
﹇
Ｃ
﹈

其
後
亀
山
院
の
御
代
、
北
条
時
宗
執
権
の
と
き
、
円
通
大
応
国
師
、
陽
州
金
山

寺
寄
台
子
ひ
と
か
ざ
り
持
来
り
、
鎌
倉
の
巨
福
山
建
長
寺
に
入
寺
す
。
其
後
鹿

苑
院
義
満
大
将
軍
の
御
代
に
天
龍
寺
の
開
山
夢
窓
国
師
台
子
を
大
徳
寺
よ
り
取

来
り
茶
の
湯
初
給
ふ
。

②
松
本
見
休
『
貞
要
集
』　

宝
永
七
年
（
一
七
一
○
）　
﹇
Ｃ
﹈

　

台
子
起

台
子
の
起
ハ
筑
州
崇
福
寺
の
開
山
南
浦
紹
明
和
尚
入
唐
し
、
帰
朝
の
時
始
て
台

子
一
厳
携
来
れ
り
と
な
り
。
そ
れ
よ
り
紫
野
大
徳
寺
に
伝
ハ
れ
り
、
其
後
尊
氏

公
将
軍
の
御
時
代
、
天
龍
寺
開
山
夢
窓
国
師
築
山
・
泉
水
・
遣
水
等
の
作
り
庭

を
営
ミ
、
台
子
を
以
て
、
茶
会
を
執
行
ハ
れ
し
と
か
や
。
此
と
き
よ
り
茶
道
漸

世
に
行
ハ
れ
。

③
谷
秦
山
『
俗
説
贅
弁
』　

正
徳
六
年
（
一
七
一
六
）　
﹇
Ａ
﹈
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○
茶
式
の
説

（
前
略
）
茶
式
の
は
じ
め
ハ
、
筑
前
国
崇
福
寺
の
開
山
南
浦
紹
明
正
元
の
比
入

宋
し
、
径
山
寺
虚
堂
に
嗣
法
し
、
文
永
四
年
に
帰
朝
す
。
其
比
台
子
一
か
ざ
り

径
山
寺
よ
り
将
来
し
、
崇
福
寺
の
什
物
と
す
。
是
少
茶
式
の
は
じ
め
に
や
。
後

其
台
子
を
紫
野
大
徳
寺
へ
贈
り
、
又
天
龍
寺
開
山
夢
窓
へ
わ
た
り
、
夢
窓
此
台

子
に
て
ち
や
の
ゆ
を
は
じ
め
、
茶
式
を
定
む
と
い
ふ
。
如p

此
僧
家
よ
り
は
じ

ま
り
し
事
故
。

④
豊
田
無
関
『
茶
湯
由
来
記
』　

元
文
三
年
（
一
七
三
八
）　
﹇
Ｂ
﹈

抑
茲
に
茶
湯
濫
觴
を
尋
に
、
洛
陽
西
京
勅
建
寺
ヲ
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
ト
云
、
今
、

紫
野
龍
宝
山
大
徳
寺
ニ
引
移
、
開
山
宗
峰
妙
超
和
尚
花
園
院
後
醍
醐

天
皇
御
崇
敬

、
右
南
浦
紹
明

和
尚
入
唐
ノ
時
、
径
山
寺
ヨ
リ
台
子
ヲ
一
飾
得
テ
帰
朝
シ
、
崇
福
寺
ニ
数
年
有

p

之
。
其
後
京
師
紫
野
大
徳
寺
ニ
渡
後
、
尊
氏
将
軍
之
時
、
天
龍
寺
開
山
夢
窓

国
師
、
右
ノ
台
司
ヲ
用
ヒ
茶
湯
ヲ
始
メ
タ
モ
ウ
ト
ナ
ン
。

⑤
鵜
飼
治
右
衛
門
『
古
田
織
部
流
八
十
一
ケ
条 

口
伝
抄
』　

延
享
二
年
（
一
七

四
五
）　
﹇
Ｂ
﹈

茶
湯
ハ
亀
山
院
文
永
之
頃
ゟ
初
ル
、
台
子
唐
土
ゟ
日
本
ヘ
渡
ル
、
洛
陽
西
京
勅

建
寺
ヲ
瑞
鳳
山
龍
翔
寺
と
云
、
今
紫
野
龍
宝
山
大
徳
寺
ニ
引
移
す
、
開
山
宗
峰

妙
超
和
尚
、
花
園
院
・
後
醍
醐
之
天
皇
之
御
崇
敬
、
右
南
浦
紹
明
和
尚
入
唐
ノ

時
、
径
山
寺
ゟ
台
子
ヲ
一
条
取
テ
帰
朝
、
崇
福
寺
ニ
数
年
有p

之
、
後
ニ
京
師

紫
野
大
徳
寺
ニ
ハ
渡
ル
、
後
尊
氏
将
軍
ノ
時
、
天
龍
寺
之
開
山
夢
窓
国
師
右
之

台
子
ヲ
用
、
茶
湯
ヲ
始
給
フ
、
夫
ゟ
武
家
ヘ
出
タ
リ
、
台
子
七
段
・
炉
台
子
七

段
有
、　

通
横
逆
ト
云
事
有
。

⑥
坂
本
周
斎
『
雪
間
草
』　
（
十
八
世
紀
初
期
頃
か
）　
﹇
Ｃ
﹈

真
の
台
子
ハ
、
大
応
国
師
南
浦
紹
明

大
灯
大
師
入
宋
し
て
、
径
山
虚
堂
和
尚
に
法
を
受
。
帰

朝
の
と
き
真
の
台
子
一
飾
た
づ
さ
へ
来
る
。
則
筑
前
大
岳
山
崇
福
寺
に
伝
来
せ

し
が
、
薩
州
の
軍
兵
乱
入
し
て
、
兵
火
の
た
め
に
焼
失
と
い
ふ
。

⑦
南
秀
女
『
茶
事
談
』　

宝
暦
十
年
（
一
七
六
○
）　
﹇
Ｃ
﹈

又
其
頃
京
師
紫
野
大
徳
寺
ニ
台
子
ア
リ
。
何
ノ
具
ト
モ
知
人
ナ
シ
。
コ
レ
ハ
往

昔
宋
朝
ヨ
リ
日
本
筑
前
ノ
博
多
聖
福
禅
寺
安
国
山
聖
福
寺
ハ
筑
前
ノ
博
多
箱
崎
ニ
ア
リ
。
山
門
ノ

横
額
ハ
扶
桑
最
初
禅
窟
ノ
六
字
ナ
リ
。
後
鳥
羽
院
ノ

宸
翰

ナ
リ
ニ
贈
リ
来
ル
茶
棚
ナ
リ
。
今
茶
人
ノ
真
台
子
ハ

コ
レ
ヨ
リ
ハ
ジ
マ
ル
此
棚
ノ
チ
ニ
大
岳
山
へ
伝
へ
、
年

ヲ
歴
テ
又
京
師
大
徳
禅
院
ニ
来
ル
。

⑧
『
類
聚
名
物
考
』　

成
立
年
未
詳
（
一
七
五
三
〜
一
七
七
九
頃
か
）　
﹇
Ａ
﹈

○
茶
会
始　

台
子

或
書
曰
、（
一
云w

座
右
随
筆a

）
茶
宴
之
起
、
正
元
年
中
、
筑
前
国
崇
福
寺
開
山
、

南
浦
紹
明
、
入
唐
時
宋
世
也
。
到w

径
山
寺q

謁w

虚
堂a

而
伝w

其
法q

而
帰
、

時
文
永
四
年
也
。
紹
明
帰
時
、
携w

来
台
子
一
具a

為w

崇
福
寺
重
器q

也
。
後

其
台
子
贈w
紫
野
大
徳
寺z

或
云
、
天
龍
寺
開
祖
夢
窓
、
以w

此
台
子q

行w

茶
宴q

焉
。
故
茶
宴
之
始
自w

禅
家z
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⑨
河
田
直
道
『
茶
道
論
』　

天
明
六
年
（
一
七
八
六
）　
﹇
Ａ
﹈

正
元
の
比
、
筑
前
国
崇
福
寺
の
開
山
南
浦
紹
明
、
入
宋
し
て
、
径
山
寺
の
虚
堂

に
嗣
法
し
、
文
永
四
年
に
帰
朝
す
。
其
時
台
子
一
か
ざ
り
、
径
山
寺
よ
り
将
来

し
て
、
崇
福
寺
の
什
物
と
な
れ
り
。
其
後
紫
野
大
徳
寺
へ
贈
り
、
夫
よ
り
天
龍

寺
の
開
山
夢
窓
国
師
の
手
に
渡
り
、
夢
窓
此
台
子
に
て
茶
式
を
定
た
り
と
ハ
謂

伝
ふ
れ
ど
も
今
世
に
行
ハ
る
ゝ
如
く
、
一
碗
の
茶
を
数
人
相
集
て
喫
す
る
の
茶

式
な
ど
に
ハ
あ
ら
ざ
る
に
や
。

⑩
『
千
家
秘
伝
茶
経
』　

寛
政
十
二
年
（
一
八
○
○
）　
﹇
Ｂ
﹈

茶
湯
の
濫
觴
を
尋
る
に
、
唐
土
よ
り
日
本
へ
渡
り
た
る
は
亀
山
院
文
永
の
比
な

り
。
筑
前
国
崇
福
寺
開
山
南
浦
紹
明
和
尚
勅
諡
円
通
大
応
国
師
と
云
。
正
元
の

間
航
海
至
大
宋
国
径
山
寺
帰
朝
は
文
永
四
年
な
り
。
洛
陽
西
京
勅
建
寺
を
瑞
鳳

山
龍
翔
寺
ト
云
。
今
紫
野
龍
宝
山
大
徳
引
移
、
開
山
宗
峰
妙
超
和
尚
花
園
院
後

醍
醐
大
皇
の
御
崇
敬
、
此
南
浦
紹
明
和
尚
入
唐
の
唐
土
径
山
寺
よ
り
台
子
一
飾

帰
朝
の
節
持
来
り
、
崇
福
寺
ニ
数
年
あ
り
。
其
後
京
師
紫
野
大
徳
寺
に
渡
る
。

尊
氏
将
軍
の
時
、
天
龍
寺
開
山
夢
窓
国
師
、
こ
の
台
子
を
用
ひ
て
茶
湯
を
初
よ

り
。

⑪
『
嬉
遊
笑
覧
』　
十
下
飲
食　

文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）　
﹇
Ａ
﹈

〔
俗
説
贅
弁
〕
に
、
筑
前
国
崇
福
寺
の
開
山
南
浦
紹
明
、
正
元
の
こ
ろ
入
宋
し
、

径
山
寺
虚
堂
に
嗣
法
し
、
文
永
四
年
に
帰
朝
す
、
其
頃
台
子
一
か
ざ
り
、
径
山

寺
よ
り
将
来
し
、
崇
福
寺
の
什
物
と
す
。
是
茶
式
の
始
な
る
に
や
。
後
台
子
を

紫
野
大
徳
寺
へ
送
り
、
又
天
龍
寺
開
山
の
夢
窓
へ
渡
り
、
夢
窓
此
台
子
に
て
茶

の
湯
を
始
め
、
茶
式
を
定
む
と
い
へ
り
。

⑫
『
続
視
聴
草
』（
＝
『
視
聴
草
』
続
五
集
之
九
）
43
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﹇
Ａ
﹈

 

文
政
十
三
年
（
一
八
三
○
）
頃
か
ら
三
十
年
に
渡
っ
て
の
成
立
か

○
茶
道
之
系

筑
州
崇
福
寺
開
山
南
浦
紹
明
和
尚
入
唐
シ
テ
、
於w

径
山
寺q

虚
堂
知
愚
和
尚
之

得w

嗣
法z

亀
山
院
文
永
四
年
大
応
国
師
帰
朝
之
砌
、
径
山
寺
ヨ
リ
台
子
一
飾

日
本
江
渡
ス
。
崇
福
寺
数
代
打
捨
有p

之
。
厥
后
大
徳
寺
江
渡p

之
。
是
亦
久
々

捨
置
有p

之
処
、
尊
氏
公
之
眨
代
ニ
、
夢
想
国
師
之
弟
子
絶
海
和
尚
入
唐
シ
テ

帰
朝
之
后
、
夢
想
国
師
右
之
以w

台
子
ヲq

茶
之
湯
ヲ
始
、
夫
ヨ
リ
世
上
江
広
マ

ル
ト
云
へ
ド
モ
、
軽
キ
者
取
扱
事
ナ
シ
。

﹇
Ａ
﹈ 

③
『
俗
説
贅
弁
』、
⑧
『
類
聚
名
物
考
』、
⑨
河
田
直
道
『
茶
道
論
』、

⑪
『
嬉
遊
笑
覧
』、
⑫
『
続
視
聴
草
』

﹇
Ｂ
﹈ 

④
豊
田
無
関
『
茶
湯
由
来
記
』、
⑤
鵜
飼
治
右
衛
門
『
古
田
織
部
流
八

十
一
ケ
条 

口
伝
抄
』、
⑩
『
千
家
秘
伝
茶
経
』

﹇
Ｃ
﹈ 

①
遠
藤
元
閑
『
茶
之
湯
六
宗
匠
伝
記
』、
②
松
本
見
休
『
貞
要
集
』、
⑤

坂
本
周
斎
『
雪
間
草
』、
⑦
南
秀
女
『
茶
事
談
』

注

（
１

）　

茶
の
湯
の
格
式
の
高
い
点
前
に
用
い
る
棚
の
こ
と
。「
真
塗
り
」
す
な
わ
ち
黒
漆
塗
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り
の
長
方
形
の
天
板
と
地
板
を
伴
っ
た
四
本
柱
か
ら
な
る
比
較
的
大
き
な
棚
。

（
２

）　

櫻
本
香
織
（『
多
元
文
化
』
八
号
、
早
稲
田
大
学
多
元
文
化
学
会
、
二
○
一
九
・
二
）。

こ
こ
で
台
子
の
意
義
に
つ
い
て
論
じ
た
。

（
３

）　

櫻
本
香
織
（『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
三
十
号
、
野
村
文
華
財
団
、
二
〇
二
一
・

三
）。

（
４

）　

神
津
朝
夫
「
台
子
成
立
に
つ
い
て
の
試
論
」（『
野
村
美
術
館
研
究
紀
要
』
第
七
号
、

野
村
文
華
財
団
、
一
九
九
八
・
三
）。

（
５

）　

神
津
は
前
掲
注（
４

）五
六
頁
の
「
註
７

」
で
、「
た
と
え
ば
、
考
証
学
者
と
し
て
知

ら
れ
、
享
保
十
五
（
一
七
三
○
）
年
に
七
十
四
歳
で
示
寂
し
た
大
徳
寺
第
二
百
七
十
三

世
大
心
義
統
は
、『
珠
光
伝
』
を
書
き
、「
和
敬
清
寂
」
の
語
を
発
案
し
た
と
さ
れ
る
な

ど
茶
の
湯
と
の
関
わ
り
の
強
か
っ
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
有
力
な
候
補
者
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
今
後
調
査
し
て
み
た
い
。」
と
述
べ
て
い
る
。

（
６

）　

拙
稿
Ⅰ
お
よ
び
拙
稿
Ⅱ
で
は
、
径
山
寺
台
子
伝
来
説
《
ａ
》《
ｂ
》
の
各
話
を
、
茶

書
と
俗
説
・
類
話
・
雑
録
等
の
二
つ
に
分
類
し
た
。
か
つ
、
前
者
を
執
筆
し
た
茶
人
や

茶
の
湯
に
関
わ
っ
て
い
た
商
人
・
藩
士
な
ど
の
遠
藤
元
閑
・
松
本
見
休
・
豊
田
無
関
ら

の
人
物
を
「
茶
人
」
と
し
、
後
者
に
携
わ
っ
た
儒
学
者
の
谷
秦
山
ら
を
「
知
識
人
」
と

し
た
。

（
７

）　
『
大
本
山　

大
徳
寺
』（『
大
徳
寺
禅
語
集
成
』
第
七
巻
、
法
蔵
館
、
一
九
八
九
・
一
二
）。

筒
井
紘
一
『
茶
書
の
研
究
│
数
寄
風
流
の
成
立
と
展
開
│
』（
淡
交
社
、
二
○
○
三
・
九
）

二
八
二
頁
。

（
８

）　

前
掲
注（
４

）参
照
。

（
９

）　

筒
井
紘
一
は
、
嘯
夕
軒
宗
堅
『
料
理
綱
目
調
味
抄
』（
一
七
三
〇
）
の
巻
五
に
、「
追

加
古
書
」
と
し
て
収
載
さ
れ
、
そ
の
後
こ
の
部
分
だ
け
を
抜
粋
し
て
出
版
さ
れ
た
と
解

説
し
て
い
る
。『
角
川
茶
道
大
事
典　

普
及
版
』（
角
川
書
店
、
二
〇
〇
二
・
九
）、
筒

井
紘
一
「
茶
祖
伝
」
の
項
参
照
。『
茶
書
の
研
究
│
数
寄
風
流
の
成
立
と
展
開
』（
淡
交

社
、
二
〇
〇
三
・
九
）
二
八
一
頁
。

（
10
）　

前
掲
注（
７

）『
茶
書
の
研
究
│
数
寄
風
流
の
成
立
と
展
開
』
参
照
。

（
11
）　

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
写
本
（
請
求
記
号
８

３

２
│

３

９

）。

（
12
）　

三
三
〜
三
四
頁
。

（
13
）　

平
野
宗
浄
は
、
題
名
を
「
清
源
龍
興
篇
」
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。
前
掲
注（
９

）

『
大
本
山　

大
徳
寺
』
七
頁
解
題
参
照
。

（
14
）　

前
掲
注（
７

）『
大
本
山　

大
徳
寺
』
三
・
七
頁
。

（
15
）　

前
掲
注（
７

）『
大
本
山　

大
徳
寺
』
六
頁
。

（
16
）　

拙
稿
で
は
、
渡
唐
天
神
説
話
は
、
伝
衣
ま
た
は
渡
唐
天
神
像
を
象
徴
物
と
し
て
位
置

づ
け
、
そ
れ
を
あ
る
場
所
に
安
置
す
る
と
い
う
話
の
構
造
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
拙
稿
Ⅰ
三
七
〜
四
四
頁
、
拙
稿
Ⅱ
四
一
〜
四
四
頁
。

（
17
）　

貝
原
益
軒
『
筑
前
国
風
土
記
』
巻
之
四
（
益
軒
全
集
刊
行
部
、
一
九
一
○
・
一
二
）

一
一
二
〜
一
一
三
頁
。

（
18
）　

井
上
忠
『
貝
原
益
軒
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
・
二
）
一
四
〇
頁
。

（
19
）　

益
軒
は
、
後
ろ
盾
で
あ
る
実
山
に
配
慮
し
、
実
山
に
よ
る
「
松
月
庵
禅
旧
趾
」
の
寄

稿
の
遅
れ
や
、
そ
れ
が
架
空
の
話
で
あ
る
こ
と
を
黙
認
し
た
と
さ
れ
る
。
前
掲
注（
18
）

一
四
一
〜
一
四
二
頁
。
松
岡
博
和
『
南
方
録
と
立
花
実
山
』（
海
鳥
社
、
一
九
九
八
・
二
）

二
二
一
〜
二
二
六
頁
。

（
20
）　

伊
藤
幸
司
『
中
世
の
博
多
と
ア
ジ
ア
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
・
二
）
三
〇
九
〜

三
一
〇
頁
で
は
、「
戦
国
期
の
大
永
年
間
頃
、
大
徳
寺
の
休
翁
宗
万
が
崇
福
寺
に
入
時

し
た
頃
か
ら
、
崇
福
寺
は
事
実
上
、
大
徳
寺
の
末
寺
と
な
っ
た
」
と
い
う
五
村
竹
二
「
大

徳
寺
の
歴
史
」（『
日
本
禅
宗
史
論
集
』
下
之
二
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
一
・
一
）
の

指
摘
を
用
い
な
が
ら
、
近
世
に
至
る
ま
で
の
崇
福
寺
と
大
徳
寺
の
関
係
を
述
べ
て
い
る
。

（
21
）　

拙
稿
Ⅰ
四
一
〜
四
二
頁
参
照
。

（
22
）　

拙
稿
Ⅰ
二
五
〜
二
七
頁
、
お
よ
び
拙
稿
Ⅱ
三
九
〜
四
〇
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
23
）　

白
石
良
夫
校
訂
『
広
益
俗
説
弁
』（
東
洋
文
庫
５

０

３

、
平
凡
社
、
一
九
八
九
・
六
）

四
二
〜
四
三
頁
。

（
24
）　

前
掲
注（
23
）「
解
説
」
三
六
五
〜
三
七
七
頁
。

（
25
）　
『
両
聖
記
』
は
、
南
北
朝
時
代
の
後
村
上
天
皇
・
長
慶
天
皇
・
後
亀
山
天
皇
に
仕
え

た
花
山
院
長
親
（
？
〜
一
四
二
九
）
す
な
わ
ち
子
晋
明
魏
が
著
述
し
た
書
で
あ
る
。
な

お
、
拙
稿
で
は
、
渡
唐
天
神
説
話
に
お
け
る
象
徴
物
と
伝
来
場
所
と
い
う
点
に
言
及
す
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る
際
、『
両
聖
記
』
を
提
示
し
、
確
認
し
た
。
拙
稿
Ⅰ
三
八
〜
四
〇
頁
参
照
。

（
26
）　

島
尾
新
「
雪
舟
と
渡
唐
天
神
」（『
禅
と
天
神
』
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
・
一
一
）

で
は
、
中
山
高
揚
『
画
譚
鶏
助
』（
一
七
七
五
）
を
取
り
上
げ
て
、
江
戸
時
代
中
期
頃

に
は
、
雪
舟
の
画
と
さ
れ
る
渡
唐
天
神
像
と
、
薩
天
錫
の
「
無
常
説
法
顕w

神
道a

千

里
飛
梅
一
夜
松
、
万
事
夢
醒
雲
吐p

月
、
観
音
寺
裏
一
声
鐘
」
の
詩
を
故
意
に
組
み
合

わ
せ
た
画
賛
が
い
く
つ
か
作
成
さ
れ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
27
）　

前
掲
注（
23
）三
四
九
頁
。「
或
問
云
、
頃
日
、『
俗
説
贅
弁
』
と
号
せ
る
書
あ
り
。
誰

人
の
作
な
る
か
。
答
云
く
、
其
作
者
を
知
ず
。
論
ず
る
所
尤
佳
な
り
。
用
ひ
給
ふ
べ
し
。」

（
28
）　

前
掲
注（
24
）三
七
二
頁
参
照
。

（
29
）　

拙
稿
Ⅱ
参
照
。

（
30
）　
『
山
崎
闇
斎
』
上
巻
（
日
本
教
育
思
想
大
系
、
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
一
九
七
九
・
二
）

五
三
頁
。

（
31
）　
『
東
林
録
』
に
は
『
東
林
語
録
』
と
『
東
林
後
録
』
の
前
後
二
種
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

前
者
を
『
前
録
』
と
呼
び
、
後
者
を
『
後
録
』
と
も
呼
ぶ
。
な
お
、『
東
録
語
録
』
に
も
、

実
山
は
跋
文
を
添
え
て
い
る
。「
東
林
語
録
」
研
究
会
『
卍
山
道
白
禅
師　

東
林
語
録　

訳
注
』（
汲
古
書
院
、
二
○
一
四
・
一
一
）
五
六
二
頁
。

（
32
）　

前
掲
注（
31
）三
五
九
〜
三
六
〇
頁
。

（
33
）　

拙
稿
Ⅰ
四
○
〜
四
一
頁
参
照
。

（
34
）　

牧
渓
法
常
（
？
〜
一
一
八
○
）
の
こ
と
。
南
宋
の
画
僧
で
、
円
爾
と
と
も
に
無
準
師

範
の
門
下
と
伝
え
ら
れ
る
。
室
町
中
期
の
唐
物
観
賞
の
秘
伝
書
『
君
台
観
左
右
帳
記
』

で
は
、
そ
の
作
品
は
最
高
位
に
格
付
け
さ
れ
、
水
墨
画
壇
に
影
響
を
与
え
た
。
松
下
隆

章
・
鈴
木
敬
編
『
宋
元
名
画
│
梁
楷
・
牧
渓
・
玉
澗
│
』（
聚
楽
社
、
一
九
五
六
・
一
二
）

参
照
。

（
35
）　

大
内
盛
見
が
足
利
義
持
に
渡
唐
天
神
像
を
献
上
し
た
話
に
関
し
て
は
、
芳
澤
元
「
応

永
期
に
お
け
る
渡
唐
天
神
説
話
の
展
開
」（『
日
本
中
世
社
会
と
禅
林
文
芸
』、
吉
川
弘

文
館
、
二
○
一
七
・
一
二
）
七
三
〜
七
七
頁
参
照
。

（
36
）　

七
日
。
等
持
院
主
栴
室
（
周
馥
）
来
訪
。
話
次
及i

北
野
天
神
参w

無
準
（
師
範
）q

之
事n

栴
室
曰
、
某
童
年
、
侍w

勝
定
相
（
足
利
義
持
）q

五
年
、
大
内
徳
雄
（
盛
見
）

居
士
、
就w

正
禅
院a

奉p

請w

勝
定
院
殿z

徳
雄
以w

天
神
像a

献w

相
公z

先
謂p

某
曰
、

此
像
珍
秘
久
矣
。
今
日
相
公
辱w

来
臨z

殊
以
献p

之
。
蓋
牧
渓
（
法
常
）
筆
無
準
賛
。
々

有w

小
序q

云
々
。
某
持
以
呈w

相
公a

細
述w

徳
雄
意z

時
厳
中
（
周
噩
）
和
尚
、
隔p

墻

聞p

此
。
問w

某
其
賛
如
何z

只
誦w

三
四
句q

曰
、「
凌
霄
峰
頂
夢
醒
後
、
袖
裡
遍
界
香
」。

其
余
不p

記
。
厳
中
曰
、
唯
此
二
句
足
云
々
。
近
時
厳
中
和
尚
、
三
十
三
年
時
、
其
弟

子
周
甄
西
堂
、
為p

斎
請p

使p

来
。
謂
曰
、
先
師
古
紙
中
、
記w

此
事q

云
々
。『
大
日
本

古
記
録
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
一
・
三
）
一
六
九
頁
。

（
37
）　

拙
稿
Ⅰ
四
一
〜
四
二
頁
参
照
。

（
38
）　
『
東
林
語
録
』
の
本
文
で
は
、
方
蘭
坡
は
明
の
人
物
と
さ
れ
る
が
、「
東
林
語
録
」
研

究
会
の
語
注
で
は
、
日
本
近
江
の
人
で
臨
済
宗
夢
窓
派
の
僧
と
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
注

（
31
）四
二
七
頁
。

（
39
）　

拙
稿
Ⅰ
三
七
〜
四
四
頁
、
拙
稿
Ⅱ
四
一
〜
四
四
頁
参
照
。

（
40
）　
『
碧
山
日
録
』
で
は
渡
唐
天
神
像
の
由
来
に
つ
い
て
、『
両
聖
記
』『
臥
雲
日
件
録
抜

尤
』『
菅
神
入
宋
授
衣
記
』
の
系
統
と
は
異
な
る
話
を
確
認
し
て
い
る
。
拙
稿
Ⅱ
四
三

〜
四
四
頁
参
照
。

（
41
）　
『
実
山
茶
湯
覚
書
』
に
は
、「
今
の
方
丈
ハ
、
古
外
禅
師
な
り
。
禅
師
ハ
予
が
師
父
に

し
て
多
年
法
恵
を
蒙
る
」
と
い
う
記
述
が
見
え
、
実
山
の
も
う
一
人
の
禅
の
師
を
崇
福

寺
第
八
十
二
世
古
外
宗
少
（
〜
一
七
〇
六
）
と
も
し
て
い
る
。『
南
方
録
と
立
花
実
山

茶
書
』
茶
書
古
典
集
成
11
（
淡
交
社
、
二
〇
二
一
・
一
〇
）
四
〇
〇
・
六
七
二
頁
。
ま

た
、
立
花
家
本
『
南
方
録
』「
覚
書
」
の
紫
墨
書
奥
書
に
は
、『
南
方
録
』
の
書
名
の
命

名
が
古
外
和
尚
に
よ
る
も
の
だ
と
あ
る
。
い
づ
れ
も
実
山
と
崇
福
寺
の
関
係
を
示
す
点

と
し
て
興
味
深
い
。

（
42
）　
『
南
方
録
』「
台
子
」
の
巻
の
冒
頭
部
分
で
は
、「
台
子
」
は
茶
の
湯
点
前
の
奥
儀
と

し
て
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
拙
稿
Ⅰ
四
四
〜
四
七
頁
参
照
。

（
43
）　

内
閣
文
庫
所
蔵
史
籍
叢
刊
に
は
『
視
聴
草
』
と
あ
る
。


